
日
本
文
化
研
究
所

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
①

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営

お
よ
び
日
本
の
宗
教
文
化
の
国
際
的
研
究
と
発
信

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
二
十
五
年

度
か
ら
二
十
七
年
度
ま
で
実
施
さ
れ
た

「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
お

よ
び
教
育
へ
の
展
開
」
の
後
継
的
な
位
置

づ
け
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
本
年
度
ス

タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、研
究
開

発
推
進
機
構
全
体
で
構
築
し
て
き
た「
國
學

院
大
學
デ
ジ
タ
ル・ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（http:）

//k-am
c.kokugakuin.ac.jp/D

M
/

の
運
営
、ま
た
デ
ジ
タ
ル・ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

通
し
て
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
独
自
の
コ

ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
を
手
が
け
て
き
た
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、こ
れ
ら
に
宗
教
文
化
教
育

の
教
材
研
究
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
展
開
を

加
え
、事
業
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
に
は
、
文
化

庁
「
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博

物
館
支
援
事
業
」
に
國
學
院
大
學
博
物
館

の
「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
・
こ

こ
ろ
を
国
際
発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連

携
事
業
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
に

は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
内
容
と
目
的

が
重
な
り
合
う
部
分
も
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
構
成
員
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
活
動
も
含
ま
れ

る
。
本
年
度
の
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
こ
の
事
業
と
の
連
携
も
取
っ
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

一
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
平
成

二
十
一
年
度
に
本
格
的
に
運
用
を
開
始
し

た
も
の
で
、
研
究
開
発
推
進
機
構
全
体
の

情
報
発
信
の
有
機
的
連
関
を
図
り
、
日
本

文
化
研
究
所
が
蓄
積
し
て
き
た
研
究
成
果

や
学
術
資
産
、
研
究
開
発
推
進
機
構
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
研
究
成
果
や
各

種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
主
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
国
際
的
に
発
信
し
て
い
く
も
の
と
し
て

運
営
さ
れ
て
き
た
。
平
成
二
十
八
年
度
五

月
末
現
在
で
二
十
六
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。

運
営
に
当
た
っ
て
は
、本
事
業
の
担
当

者
、研
究
開
発
推
進
機
構
の
各
機
関
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
担
当
者
お
よ
び
研
究
開
発

推
進
機
構
事
務
課
、図
書
館
、広
報
課
、ソ

フ
ト
提
供
会
社
の
担
当
者
か
ら
な
る「
デ
ジ

タ
ル・ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」を
組
織
し
、定
期
的
に
会
合
を
重
ね
、

問
題
点
を
共
有
し
な
が
ら
、利
用
者
お
よ

び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
者
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
の
工
夫
を
議
論
し
て
い
る
。

本
年
度
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
上
の
画
像
利

用
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
作
り
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
、
動
画
、
音
声
使
用
の
利
便

性
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、地
図
ア
プ
リ「
ロ

ケ
ス
マ
」（
株
式
会
社
デ
ジ
タ
ル
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
）
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

公
開
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
充
実
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

二
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
開
の

た
め
の
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

①
神
道
に
関
す
る
日
本
語
、英
語
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築

現
在
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

日
本
文
化
研
究
所
の
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
、
い
く
つ
か
の
英
語
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
構
築
し
、
公
開
し
て
い
る
。
主
要
な
も

の
と
し
て
は
、
神
道
事
典
の
英
語
版
で
あ
る
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EncyclopediaofShintoや
神
道
・
日
本

宗
教
に
関
す
る
研
究
論
文
を
、
外
国
語
か

ら
日
本
語
に
、
ま
た
日
本
語
か
ら
外
国
語

に
翻
訳
し
て
公
開
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

A
rticles
in
T
ranslation
（
双
方
向
論

文
翻
訳
）、
一
九
五
八
年
に
日
本
で
国
際

比
較
宗
教
学
宗
教
史
世
界
会
議
（
Ｉ
Ａ
Ｈ

Ｒ
）
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
作
成
し
た

BasicT
erm
sofShinto
神
道
基
本
用
語

集
が
あ
る
。
さ
ら
に
Encyclopedia
of

Shintoの
な
か
に
初
心
者
向
け
の
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
てIm

ages
of
Shinto:

A
図
説
に
よ

Beginner's
PictorialGuide

る
神
道
入
門
も
公
開
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、現
在
の
デ
ジ

タ
ル・ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
上
で
は
、日
本
語
に

習
熟
し
て
い
な
い
外
国
人
に
と
っ
て
は
、見

つ
け
づ
ら
く
、使
い
づ
ら
い
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
。そ
こ
で
神
道
に
関
す
る
情
報
へ
の

ま
さ
に
入
り
口
と
な
る
べ
き
サ
イ
ト
を
作

成
し
た
い
と
考
え
た
。こ
れ
は
英
語
だ
け

で
は
な
く
日
本
語
版
も
視
野
に
入
れ
、国

内
外
の
学
生
が
神
道
を
学
ぶ
と
き
に
活
用

で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
目
指
す
。

今
年
度
は
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
を
行
い

つ
つ
、
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
に
注
力
し
、
本
格
的
に
は
来

年
度
の
運
用
開
始
を
目
指
し
た
い
。

②
神
道
古
典
の
英
語
訳

本
事
業
で
あ
ら
た
に
取
り
組
む
独
自
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
神
道
古
典
の
英
語
訳

が
あ
る
。
海
外
の
日
本
研
究
を
志
す
人
々

に
、
広
く
資
す
る
翻
訳
の
提
供
と
い
う
こ

と
で
、
ま
ず
古
事
記
の
英
語
訳
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。
古
事
記
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
一
八

八
二
年
に
訳
し
、
ま
た
ド
ナ
ル
ド
・
フ
ィ

リ
ッ
パ
イ
も
一
九
六
八
年
に
翻
訳
を
し
て

い
る
。
そ
し
て
二
〇
一
四
年
に
は
ヘ
ル
ト

に
よ
る
新
た
な
英
訳
も
刊
行
さ
れ
た
。
し

か
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
古
事
記
は
一
部

が
ラ
テ
ン
語
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
フ
ィ

リ
ッ
パ
イ
の
翻
訳
は
、
神
名
等
の
表
記
が

古
代
日
本
語
の
音
韻
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
ヘ
ル
ト
の
場
合
は
、
神

は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
spiritと
訳
さ
れ

る
。
い
ず
れ
も
一
長
一
短
が
あ
る
。
さ
ら

に
日
本
に
お
け
る
研
究
状
況
を
反
映
し
た

注
釈
な
ど
は
な
い
。
そ
こ
で
、
研
究
開
発

推
進
セ
ン
タ
ー
の「「
古
事
記
学
」の
構
築
」

研
究
事
業
と
連
携
し
、
訳
文
や
訳
語
を
決

定
し
、
注
釈
も
含
め
た
翻
訳
を
作
成
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。
公
開
に
当
た
っ
て
は

専
門
家
に
よ
る
精
査
を
し
て
い
た
だ
き
、

国
際
的
に
信
頼
さ
れ
、
長
く
使
用
さ
れ
る

翻
訳
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

③
収
集
し
て
い
る
教
派
神
道
・
神
道
系
新

宗
教
の
資
料
の
整
理
と
デ
ジ
タ
ル
化

現
在
は
、
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区

に
本
部
を
置
く
神
理
教
の
教
祖
・
佐
野
経

彦
関
連
の
資
料
と
し
て
『
本
教
神
理
図
』

を
公
開
し
て
い
る
。
本
年
度
は
加
え
て
こ

れ
ま
で
収
集
し
て
き
た
神
理
教
や
神
道
修

成
派
を
中
心
と
す
る
教
派
神
道
、
神
道
系

新
宗
教
に
関
す
る
文
書
資
料
に
つ
い
て
、

公
開
を
進
め
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
教
派

神
道
、
神
道
系
新
宗
教
の
研
究
の
進
展
に

資
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

三
、
宗
教
文
化
教
育
の
教
材
研
究
の
国
際

的
展
開

①
現
代
宗
教
に
関
す
る
資
料
・
デ
ー
タ

の
収
集
と
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化

日
本
文
化
研
究
所
で
は
、
一
九
九
五
年

よ
り
「
宗
教
と
社
会
」
学
会
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
、
学
生
宗
教
意
識
調
査
を

実
施
し
て
き
た
。
平
成
二
十
七
年
度
に
は

第
十
二
回
学
生
宗
教
意
識
調
査
を
実
施

し
、
約
二
〇
年
に
わ
た
る
調
査
に
一
つ
の

区
切
り
を
付
け
た
。
本
年
度
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
調
査
の
結
果
を
ま
と

め
、
公
開
し
て
い
く
。

②
日
本
文
化
、
宗
教
に
関
す
る
教
材
の

作
成
、
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ

て
い
る「
宗
教
文
化
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
」

と
協
力
し
、
日
本
文
化
、
宗
教
文
化
教
育

の
た
め
の
教
材
作
成
を
進
め
て
い
く
。
現

在
は
「
世
界
遺
産
と
宗
教
文
化
」、「
映
画

と
宗
教
文
化
」、「
博
物
館
と
宗
教
文
化
」

と
い
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し
て
お

り
、
そ
の
拡
充
と
あ
ら
た
な
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。
な
お
、
こ
れ

ら
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ロ
ケ
ス

マ
」
で
も
公
開
し
て
い
る
。

③
教
材
動
画
配
信
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

構
築

Encyclopedia
of
Shinto
で
は
、
こ

れ
ま
で
多
数
の
動
画
を
作
成
し
、
公
開
し

て
き
た
。
ほ
か
に
も
こ
れ
ま
で
の
研
究
所

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
、
貴
重
な
宗
教

文
化
に
関
す
る
動
画
が
撮
影
さ
れ
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
動
画
資
産
を
日
本
文
化
、
宗
教
文
化

を
学
ぶ
た
め
の
教
材
と
し
て
国
内
外
で
広

く
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
本
年
度
か

ら
公
開
の
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
始
め

る
こ
と
と
し
た
。
今
年
度
は
、
動
画
の
整

理
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
ど
う
い
っ
た
形
式
で
公
開
す
る
か
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

④
国
際
的
な
教
材
研
究
の
展
開

上
記
の
①
〜
③
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果

を
国
際
的
に
発
信
し
て
い
く
。具
体
的
に
は

次
に
述
べ
る
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
そ
の
公
開
の
場
と
す
る
。

四
、
日
本
文
化
研
究
所
国
際
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て

毎
年
日
本
文
化
研
究
所
の
行
事
と
し
て

行
っ
て
い
る
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
が
、

今
年
度
は
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
東
ア
ジ
ア
国
際
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｒ

（
国
際
宗
教
社
会
学
会International

Society
for

the
Sociology

of

）が
、二
〇
一
七
年
に
メ

R
eligion：

ISSR

ル
ボ
ル
ン
で
学
術
大
会
を
行
う
こ
と
を
受

け
、そ
の
事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
こ

と
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。「
東
ア
ジ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
宗

教
文
化
」を
共
通
テ
ー
マ
と
し
、二
〇
一
六

年
一
〇
月
一
五
日（
土
）に
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
東
ア

ジ
ア
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
國
學
院
大
學

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
会
議
室
〇
六
）

を
、一
〇
月
一
六
日（
日
）に
日
本
文
化
研

究
所
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム（
國
學
院
大

學
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー

ル
）を
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。と
く
に

国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、日
本
文
化
研

究
所
が
こ
れ
ま
で
二
〇
年
余
り
に
わ
た
っ

て
積
み
重
ね
て
き
た
学
生
宗
教
意
識
調
査

を
踏
ま
え
た
議
論
を
行
う
。こ
の
二
〇
年

を
特
徴
づ
け
る
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」で
あ
り
、そ
れ
は
宗
教
、お
よ

び
宗
教
へ
の
人
々
の
意
識
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
点
に

つ
い
て
東
ア
ジ
ア
を
軸
と
し
て
国
内
外
の

研
究
者
と
議
論
を
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
あ
ら
た
に
は
じ
ま
る
取
り

組
み
も
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
の
研
究
、デ
ー

タ
の
蓄
積
の
国
内
外
へ
の
発
信
を
よ
り

い
っ
そ
う
重
視
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
（
文
責
・
平
藤
喜
久
子
）
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日
本
文
化
研
究
所

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
②

「
國
學
院
大
學

国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
展
開

―
明
治
期
の
国
学
・
神
道
関
係
人
物
を
中
心
に
―

こ
の
研
究
事
業
は
、
日
本
文
化
研
究
所

の
神
道
・
国
学
研
究
部
門
に
お
け
る
三
か

年
の
研
究
事
業
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年

度
に
開
始
さ
れ
た
。
神
道
・
国
学
研
究
部

門
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
、
神
道
・

国
学
の
研
究
を
遂
行
す
る
拠
点
と
し
て
の

「
國
學
院
大
學

国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」（
以
下
「
国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
と
略
す
る
）
を
設
定
し
た
。

こ
れ
は
恒
常
的
な
組
織
を
意
味
す
る
も
の

で
は
な
く
、
国
学
に
関
わ
る
学
内
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
活
動
の
連
絡
ハ
ブ
と
な
る

と
と
も
に
、
研
究
の
基
礎
的
情
報
を
蓄
積

し
て
い
く
拠
点
を
指
向
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、「「
國
學
院
大
學

国
学
研
究
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
」（
平
成
二
十

三
〜
二
十
五
年
度
）
と
「「
國
學
院
大
學

国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
拠
点

と
す
る
国
学
の
『
古
事
記
』
解
釈
の
研
究
」

（
平
成
二
十
六
年
度
）
と
い
う
、
二
期
四
年

間
に
わ
た
る
研
究
事
業
お
よ
び
今
回
の
研

究
事
業
の
一
年
目
に
お
い
て
、「
国
学
研

究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
運
営
が
行
わ

れ
て
き
た
。

こ
の
研
究
事
業
の
目
標
は
「
国
学
研
究

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
拠
点
と
し
て
、

「
国
学
研
究
の
基
礎
的
デ
ー
タ
構
築
」
お

よ
び
「
国
学
に
関
す
る
研
究
連
携
の
た
め

の
組
織
づ
く
り
」
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
。
今
回
の
研
究
事
業
で
の
具

体
的
な
デ
ー
タ
構
築
と
し
て
は
、
明
治
期

の
神
道
・
国
学
・
宗
教
関
係
人
物
の
基
礎

的
情
報
の
収
集
・
整
理
を
実
施
し
、
ま
た

組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
国
学
研
究
会
を
運

営
す
る
と
と
も
に
、
人
物
関
係
の
収
集
情

報
や
研
究
会
な
ど
で
得
ら
れ
た
研
究
情
報

の
公
開
を
行
う
。

こ
の
よ
う
な
研
究
事
業
は
、
こ
れ
ま
で

國
學
院
大
學
、
な
か
で
も
日
本
文
化
研
究

所
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
、
研
究
開

発
推
進
機
構
な
ど
が
蓄
積
し
て
き
た
研
究

成
果
を
、
人
物
を
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て

再
整
理
し
、
基
礎
的
な
情
報
を
、
特
定
の

視
点
か
ら
集
約
・
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、

現
在
ま
で
の
研
究
成
果
を
あ
ら
た
め
て
取

り
込
む
形
で
の
人
物
情
報
の
収
集
を
行
う

こ
と
を
企
図
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。

平
成
二
十
八
年
度
の
実
施
計
画

Ⅰ

近
代
の
神
道
・
国
学
関
係
資
料
の
調

査
な
ら
び
に
重
要
な
人
物
を
焦
点
と
し

た
先
行
研
究
の
調
査
・
検
討

㈠

研
究
事
業
二
年
目
と
し
て
、
先
行
の

目
録
類
な
ど
で
の
明
治
期
に
活
動
の
見

ら
れ
る
人
物
の
確
認
を
前
提
と
し
て
、

当
該
期
の
国
学
者
、
神
道
関
係
人
物
、

教
派
神
道
関
係
人
物
な
ど
に
関
す
る
著

書
・
論
文
に
つ
い
て
の
網
羅
的
な
リ
ス

ト
の
作
成
な
ど
を
継
続
す
る
。

さ
ら
に
平
成
二
十
八
年
度
は
、
こ
れ

ま
で
リ
ス
ト
に
あ
が
っ
た
人
物
の
う
ち

重
要
な
人
物
を
選
定
し
、
よ
り
重
点
的

な
調
査
・
研
究
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、

平
成
二
十
七
年
度
の
研
究
事
業
遂
行
に

よ
っ
て
、
幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て

の
国
家
的
教
化
活
動
、
神
社
行
政
の
分

野
で
活
動
し
、
今
日
に
資
料
を
残
し
た

人
物
西
川
吉
輔
は
、
仏
教
な
ど
諸
宗
教

と
の
関
係
に
お
い
て
も
興
味
深
い
活
動

を
行
っ
た
。
平
成
二
十
八
年
度
は
、
滋

賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
の

西
川
吉
輔
文
書
な
ど
、
西
川
の
関
連
の

史
料
を
わ
れ
わ
れ
の
視
点
で
見
直
す
こ

と
で
当
該
時
期
の
神
道
、
国
学
、
宗
教

に
関
す
る
研
究
を
深
め
る
た
め
、
出
張

調
査
を
行
う
。

㈡

上
記
㈠
と
あ
わ
せ
て
、
近
代
に
お
け

る
国
学
関
連
領
域
（
信
仰
、
学
問
、
そ

の
ほ
か
）
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
実

施
す
る
。
す
な
わ
ち
人
物
研
究
を
切
り

口
と
し
て
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に

か
け
て
国
学
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
人
々

が
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
教
派
神
道
や

仏
教
そ
の
他
の
信
仰
へ
と
活
動
を
広
げ

た
様
子
、
あ
る
い
は
、
明
治
期
に
新
た

な
国
学
研
究
（
明
治
国
学
、
近
代
国
学
）

を
は
じ
め
文
献
学
や
近
代
の
人
文
諸
学

な
ど
に
学
問
を
展
開
さ
せ
た
様
子
な
ど

を
、
一
次
文
献
や
先
行
研
究
の
調
査
を

踏
ま
え
て
研
究
し
、
重
要
な
史
料
に
つ

い
て
必
要
に
応
じ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
か
ら
の
複
写
も
行
う
。

Ⅱ

明
治
期
神
道
・
国
学
関
係
人
物
の
基

礎
的
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た
項
目
執
筆

と
定
期
的
な
検
討

㈠

明
治
期
の
国
学
者
お
よ
び
神
社
・
教

派
神
道
関
係
人
物
に
関
す
る
先
行
の
目

録
、「
国
学
関
連
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

の
記
載
事
項
の
確
認
な
ら
び
に
関
係
分

野
の
先
行
研
究
の
確
認
と
内
容
の
検

討
、
な
ら
び
に
調
査
項
目
や
デ
ー
タ
設

計
な
ど
の
具
体
的
検
討
と
と
も
に
基
礎

的
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
項
目
執
筆
を
開

始
す
る
。

㈡

明
治
期
の
国
学
者
お
よ
び
神
社
・
教

派
神
道
関
係
人
物
に
関
す
る
基
礎
的

デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
を
行
う
。

㈢
「
国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
整
理

と
発
信
、
旧
日
本
文
化
研
究
所
収
集
資

料
の
現
存
状
況
の
確
認
も
継
続
し
て
行

う
。

Ⅲ

国
学
に
関
す
る
研
究
連
携
の
た
め
の

組
織
づ
く
り

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
ま
で
を
主

た
る
範
囲
と
す
る
報
告
を
順
次
行
う
国
学

研
究
会
を
月
一
〜
二
回
程
度
開
催
す
る
。

ま
た
、
主
と
し
て
神
道
・
国
学
関
係
一
次

文
献
の
読
解
・
学
習
や
史
料
に
関
す
る
研

究
情
報
の
交
換
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
社

家
文
書
研
究
会
を
運
営
す
る
。

（
文
責
・
遠
藤
潤
）
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学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
①
〜
③

大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
け
る
「
学
芸
研
究
」・

「
学
芸
情
報
」・「
文
化
財
研
究
」
基
盤
の
整
備

大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
主
要
な
使
命

は
、
学
生
に
対
す
る
「
教
育
参
考
」
活
動
、

研
究
者
に
対
す
る
「
研
究
発
信
」
活
動
、

及
び
一
般
に
対
す
る
「
大
学
開
放
」
活
動

に
集
約
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
根
幹
は
、
大

学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
所
管
す
る
活
用
可
能

な
か
た
ち
に
資
料
化
さ
れ
た
学
術
資
料
群

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

昨
年
度
よ
り
、
本
学
に
お
け
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
活
動
の
中
枢
を
担
う
國
學
院
大
學

博
物
館
が
研
究
開
発
推
進
機
構
内
の
機
関

と
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
、「
教
育
参

考
」・「
研
究
発
信
」・「
大
学
開
放
」と
い
っ

た
諸
機
能
も
、
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
つ

つ
あ
る
。
そ
の
中
で
、
学
術
資
料
セ
ン

タ
ー
は
、
博
物
館
の
所
蔵
す
る
学
術
資

料
・
学
術
資
産
の
整
理
保
管
と
調
査
研
究

を
進
め
て
き
た
。
と
り
わ
け
考
古
学
部
門

に
お
い
て
は
、
次
の
①
〜
③
に
掲
げ
た
事

業
を
集
中
的
に
実
施
し
て
い
る
。

①
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
け
る

「
学
芸
研
究
」
基
盤
の
整
備

本
事
業
は
、
旧
考
古
学
資
料
館
の
前
身

で
あ
る
考
古
学
陳
列
室
が
開
設
さ
れ
た
昭

和
三（
一
九
二
八
）年
以
来
、長
き
に
亘
っ

て
収
集
し
て
き
た
考
古
・
民
俗
資
料
等
の

再
整
理
を
進
め
て
い
る
基
盤
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。

現
在
、
考
古
学
部
門
が
所
管
す
る
学
術

資
料
は
、
総
数
十
万
点
以
上
に
及
び
、
台

帳
登
録
件
数
も
六
〇
〇
〇
件
を
超
え
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
開
館
以
来
九
十
年
近
い

年
月
が
経
過
す
る
中
で
、
遺
憾
な
が
ら
台

帳
と
所
管
資
料
の
対
応
関
係
が
不
明
確
な

点
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
台
帳
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
た
上
で
、
資
料
の
出
土
地
を

現
在
の
地
名
に
変
換
し
、「
国
・
地
域

都

＞

道
府
県

市
町
村

遺
跡
」
の
順
に
目
録

＞
＞

を
作
成
し
た
。
目
下
は
、
こ
の
目
録
に

従
っ
て
、
台
帳
番
号
と
実
物
資
料
の
対
応

関
係
を
検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

既
に
、
こ
こ
数
年
来
の
事
業
展
開
に

よ
っ
て
、
長
ら
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
貴
重

な
資
料
の
掘
り
起
こ
し
も
実
現
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

資
料
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
存
在
も
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。
考
古
学
的
な
研
究
の
経

過
は
も
と
よ
り
、
近
代
に
お
け
る
学
術
資

料
収
集
の
背
景
に
つ
い
て
も
新
た
な
興
味

深
い
知
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
度
の

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
①
台
帳

番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
（
展
示
資

料
を
含
む
）
の
存
否
確
認
と
収
納
、
②
台

帳
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料
群
の

把
握
と
一
括
番
号
付
与
、
③
特
定
学
術
資

料
の
調
査
・
研
究
、
④
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
な
ど
を
推
進
す
る
と
共
に
、『
國
學

院
大
學
博
物
館
研
究
報
告
』
等
に
お
い
て

幾
つ
か
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。

今
年
度
も
、
①
収
蔵
庫
・
展
示
室
に
お

け
る
現
行
『
台
帳
』
に
基
づ
く
列
品
確
認

（
※

列
品
確
認
は
『
台
帳
』・『
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
台
帳
』
毎
に
実
施
す
る
）。
②
『
台

帳
』
未
登
載
資
料
の
全
体
像
把
握
（
※

既
報
資
料
か
ら
重
点
的
に
再
確
認
し
て
い

く
）。
③
考
古
収
蔵
庫
内
保
管
資
料
の
地

域
・
遺
跡
毎
収
納
。
出
納
シ
ス
テ
ム
の
構

築
（
※

金
属
器
・
木
製
品
・
動
植
物
遺

体
な
ど
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
要
検

討
）。
整
理
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
最
終
的
に

は
、『
台
帳
』・『
目
録
』
と
し
て
順
次
増
補

公
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

特
定
学
術
資
料
の
調
査
・
研
究
に
つ
い

て
は
、
先
史
で
は
「
長
野
県
須
坂
市
石
小

屋
洞
窟
遺
跡
出
土
資
料
の
再
整
理
」事
業
、

原
史
で
は
「
祭
祀
遺
跡
関
連
資
料
の
調
査

研
究
」
事
業
。
有
史
で
は
「
和
鏡
の
調
査

研
究
」
事
業
。
外
国
で
は
、「
鞍
山
中
学
旧

蔵
梅
本
俊
二
資
料
の
調
査
研
究
」
を
予
定

し
て
い
る
。

②
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
け
る

「
学
芸
情
報
」
基
盤
の
整
備

本
事
業
は
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）

年
に
開
始
さ
れ
た
旧
日
本
文
化
研
究
所
の

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
「
劣
化
画
像
の

再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
」
や
、
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
「
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
知

恵
と
実
践
」
に
お
け
る
大
場
磐
雄
資
料
・

宮
地
直
一
資
料
の
再
整
理
な
ど
を
継
承
す

る
も
の
で
あ
り
、
博
物
館
の
館
蔵
学
術
資

産
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
、
公
開
し
て
い
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

当
事
業
が
所
管
す
る
考
古
学
・
民
俗
学

研
究
の
副
産
物
で
あ
る
学
術
資
産
は
、
そ

の
多
く
が
画
像
や
図
面
・
書
類
で
あ
る
。

そ
こ
で
昨
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
事

業
で
整
理
を
進
め
て
き
た
資
料
を
含
め
た

学
術
資
産
と
、
そ
れ
ら
の
管
理
状
況
に
関

す
る
全
体
像
の
把
握
を
最
大
の
課
題
と
し

た
。
そ
の
結
果
、
学
術
的
活
用
と
、
文
化

財
保
護
の
両
側
面
か
ら
、
優
先
的
に
目
録

化
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
べ
き
資
料
の

選
定
が
容
易
に
な
っ
た
点
は
、
大
き
な
成
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果
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
資
料
の
現
状
に

対
し
て
、
そ
の
保
管
環
境
は
必
ず
し
も
良

好
と
は
言
え
な
い
現
実
も
明
ら
か
に
な

り
、
対
応
が
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
既
に
整
理

の
進
捗
が
著
し
い
柴
田
常
恵
資
料
の
公
開

や
、
民
俗
学
関
係
の
画
像
整
理
を
進
め
、

併
せ
て
館
蔵
学
術
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
情
報

化
も
推
進
し
て
い
く
。

特
に
柴
田
常
恵
資
料
に
関
し
て
は
、
平

成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
度
は
柴
田
の

野
帳
の
公
開
を
行
っ
た
が
、
今
年
度
は
柴

田
自
身
に
よ
る
清
書
さ
れ
た
ノ
ー
ト
類
の

翻
刻
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は

柴
田
が
亡
く
な
っ
た
友
人
に
関
し
て
記
録

し
た
「
亡
友
追
慕
録
」、
柴
田
の
読
書
記
録

で
あ
る
「
讀
書
餘
録
」
等
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
文
化
財
調
査
官
と
し
て
活
躍
し
た
柴

田
の
軌
跡
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
文
化
財

保
護
史
の
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
平

成
二
十
五
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し

て
、
神
社
絵
葉
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成

が
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
の
公
開
時
点

で
は
、
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
四

県
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二

十
六
年
に
は
秋
田
・
山
形
の
二
県
、
平
成

二
十
七
年
に
は
北
海
道
・
茨
城
・
栃
木
・

群
馬
・
埼
玉
の
一
道
四
県
が
追
加
さ
れ
、

今
年
度
は
千
葉
・
東
京
・
神
奈
川
の
一
都

二
県
を
追
加
し
て
、
神
社
の
他
に
仏
閣
・

名
勝
の
絵
葉
書
を
多
数
収
録
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
社
寺
等
絵
葉
書
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

③
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
け
る

「
文
化
財
研
究
基
盤
」
の
整
備

大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
そ
の
中
核

的
な
「
学
芸
研
究
」
機
能
や
、
学
術
標
本

群
等
に
関
す
る
各
種
情
報
・
Ｄ
Ｂ
を
管
理

し
、
学
内
の
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
を
進
め
て
い
く

「
資
料
研
究
」
機
能
の
他
、
内
外
の
研
究
機

関
等
と
連
携
し
て
具
体
的
な
研
究
活
動
を

広
く
推
進
し
て
い
く
「
文
化
財
研
究
」
機

能
も
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
か
ら
引
き
継
い
だ
祭
祀
遺
跡
Ｄ

Ｂ
作
成
事
業
を
基
盤
に
、
本
学
な
ら
で
は

の
「
祭
祀
考
古
学
研
究
」
拠
点
構
築
を
目

指
し
て
い
く
。
ま
た
、
同
じ
く
伝
統
文
化

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
き
た
領

域
横
断
的
な
地
域
文
化
研
究
（
有
形
・
無

形
文
化
財
研
究
）
を
推
進
し
、
昨
今
の
地

震
被
災
地
を
含
む
地
域
資
産
の
保
護
・
研

究
を
進
め
て
い
く
「
地
域
文
化
財
研
究
」

拠
点
を
構
想
す
る
。
さ
ら
に
、
埋
蔵
文
化

財
調
査
の
即
応
体
制
を
整
備
す
る
と
共

に
、
本
学
が
学
史
的
に
関
与
し
て
き
た
埋

蔵
文
化
財
等
に
つ
い
て
、
外
部
資
金
を
受

け
て
調
査
・
研
究
を
進
め
る
受
け
皿
と
し

て
「
埋
蔵
文
化
財
研
究
」
拠
点
を
形
成
す

る
。

（
ⅰ
）「
祭
祀
考
古
学
研
究
」

拠
点
構
築
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

旧
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
考
古

学
グ
ル
ー
プ
が
構
築
に
取
り
組
ん
で
き
た

祭
祀
遺
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
継
続
整
備
を

中
核
と
し
て
、「
祭
祀
考
古
学
研
究
」
拠
点

の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
椙
山
林
繼
名
誉
教
授
（
元
日
本
文

化
研
究
所
長
・
元
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
長
）
を
会
長
と
す
る
祭
祀
考
古
学

会
等
と
連
携
し
な
が
ら
全
国
的
な
祭
祀
考

古
学
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
網

羅
的
か
つ
最
新
の
学
術
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
研
究
・
教
育
拠
点
を
作
り
上
げ
て

い
く
。
今
年
度
か
ら
の
具
体
的
な
計
画
と

し
て
は
、
出
土
和
鏡
・
紀
年
銘
鏡
集
成
Ｄ

Ｂ
等
の
再
構
築
を
重
点
事
業
と
し
て
推
進

す
る
。

（
ⅱ
）「
地
域
文
化
財
研
究
」

拠
点
構
築
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

旧
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
取

り
組
ん
で
き
た
領
域
横
断
的
な
地
域
文
化

研
究
（
有
形
・
無
形
文
化
財
研
究
）
を
推

進
し
、
特
定
地
域
の
総
合
調
査
と
研
究
・

教
育
を
可
能
と
す
る
研
究
基
盤
を
整
備
し

て
い
く
。
テ
ー
マ
の
必
要
性
に
応
じ
た
多

様
な
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
、
即
ち
学
内
・
学
外

研
究
者
（
考
古
学
・
歴
史
学
・
民
俗
学
・

地
理
学
・
宗
教
学
・
環
境
学
な
ど
）
の
ハ

ブ
と
し
て
の
機
能
を
構
想
す
る
。
具
体
的

に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
継
続
的
に
研
究
対

象
と
し
て
き
た
伊
豆
地
域
に
加
え
、
被
災

地
を
含
む
東
北
地
方
に
お
け
る
資
料
収

集
・
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。
今
年
度
も

何
ら
か
の
か
た
ち
で
被
災
地
に
貢
献
で
き

る
事
業
を
展
開
し
た
い
。

（
ⅲ
）「
埋
蔵
文
化
財
研
究
」

拠
点
構
築
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

文
学
部
・
文
学
研
究
科
の
考
古
学
研
究

室
と
共
同
で
、
文
化
財
調
査
・
整
理
・
研

究
基
盤
を
構
築
す
る
事
業
で
あ
る
。
ま

た
、
外
部
か
ら
の
研
究
事
業
受
託
の
受
け

皿
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
若
手
研
究

者
・
学
部
学
生
、
大
学
院
生
等
に
よ
る
、

実
践
的
な
文
化
財
研
究
実
習
の
効
果
も
期

待
さ
れ
る
。
一
昨
年
は
、
長
野
県
須
坂
市

か
ら
の
受
託
事
業
で
あ
る
八
丁
鎧
塚
古
墳

出
土
遺
物
の
再
整
理
事
業
。
昨
年
度
は
、

東
京
都
調
布
市
か
ら
の
受
託
事
業
で
あ
る

国
指
定
史
跡
下
布
田
遺
跡
出
土
遺
物
の
再

整
理
を
実
施
し
た
。

（
ⅳ
）
学
芸
員
実
践
教
育
の
場
と
し
て
の
大

学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動

三
つ
の
基
盤
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
参
画
す
る
学

部
学
生
、
大
学
院
生
の
実
践
教
育
の
場
と

し
て
の
位
置
付
け
に
も
重
点
を
お
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
事
業
で
は
、

学
芸
業
務
を
担
う
臨
時
雇
員
と
し
て
学

生
・
院
生
を
任
用
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活

動
の
実
務
を
推
進
す
る
。
こ
の
取
り
組
み

は
博
物
館
・
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
の
研

究
・
公
開
事
業
と
、
学
部
・
大
学
院
教
育

の
連
携
で
あ
り
、
専
攻
学
生
の
育
成
や
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
資
す
る
も
の
と
な

る
。
研
究
事
業
の
推
進
と
同
時
に
、
即
戦

力
と
し
て
の
学
芸
教
育
成
果
が
得
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
特
に
博
物
館
業
務

と
の
関
わ
り
は
人
文
系
博
物
館
学
芸
員
と

し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
大
い
に
繋
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

（
文
責
・
内
川
隆
志

深
澤
太
郎
）
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学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
④

祭
祀
・
祭
礼
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
と関

連
資
料
の
整
理
分
析

は
じ
め
に

研
究
事
業
「
祭
祀
・
祭
礼
の
変
遷
に
関

す
る
研
究
と
関
連
資
料
の
整
理
分
析
」（
以

下
、「
本
事
業
」）は
、学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

（
神
道
資
料
館
部
門
）（
以
下
、「
本
部
門
」）

が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
神
道
資
料
の
収

集
・
整
理
作
業
を
継
承
し
つ
つ
、
祭
祀
・

祭
礼
に
焦
点
を
絞
り
研
究
し
、
そ
れ
を
教

育
や
新
た
な
資
料
収
集
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

事
業
の
目
的

本
事
業
で
は
、
ま
ず
、
祭
祀
・
祭
礼
に

関
す
る
資
料
を
整
理
・
分
析
す
る
。
そ
の

上
で
、
現
行
の
祭
祀
・
祭
礼
や
芸
能
な
ど

と
比
較
し
、
そ
の
変
遷
や
全
国
各
地
へ
の

伝
播
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
を

第
一
の
目
標
に
据
え
る
。

ま
た
、
祭
祀
・
祭
礼
に
関
連
す
る
歴
史

資
料
と
伝
承
資
料
の
双
方
に
注
目
す
る
こ

と
で
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
見
据
え
た

祭
祀
・
祭
礼
の
変
遷
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
に
関
す
る
資
料
の
収

集
・
整
理
を
あ
わ
せ
て
行
う
。

こ
の
研
究
を
、
学
内
所
蔵
資
料
の
公
開

を
見
据
え
展
開
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
具

体
的
な
資
料
を
通
し
て
、
神
道
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ

て
、
本
事
業
は
、
研
究
成
果
や
、
研
究
に

用
い
た
資
料
の
積
極
的
な
公
開
を
第
二
の

目
標
に
据
え
る
。
こ
の
公
開
は
、
学
生
・

一
般
を
主
た
る
対
象
と
す
る
。

平
成
二
十
七
年
度
の
成
果

平
成
二
十
七
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
本
部

門
が
進
め
て
き
た
研
究
を
土
台
と
し
て

『
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』
の
研
究
、『
東

都
歳
事
記
』
を
用
い
た
江
戸
の
祭
礼
の
研

究
を
す
す
め
た
。

『
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』
の
研
究
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
よ
り

本
年
一
月
ま
で
千
葉
県
立
美
術
館
で
行
わ

れ
た
特
別
展
「
香
取
神
宮

神
に
奉
げ
た

美
」
に
本
部
門
の
研
究
成
果
を
提
供
し
た

こ
と
が
中
心
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
研
究

成
果
は
、
同
特
別
展
の
展
示
図
録
に
も
掲

載
し
た
。

江
戸
の
祭
礼
の
研
究
で
は
、
國
學
院
大

學
博
物
館
に
お
い
て
特
集
展
示
「
番
附
に

み
る
天
下
祭
」（
平
成
二
十
七
年
五
月
二

日
〜
二
十
四
日
）、「
夏
の
祭
―
祇
園
祭
と

天
王
祭
―
」（
同
七
月
十
一
日
〜
八
月
三

十
日
）
を
開
催
し
、
そ
の
研
究
成
果
の
一

部
を
公
開
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
本
部
門
が
刊
行
す

る
『
館
報
』
一
五
号
に
「『
香
取
神
宮
神
幸

祭
絵
巻
』
と
祭
礼
文
化
」
と
題
す
る
特
集

を
組
ん
で
広
く
一
般
に
も
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
調
査
・
整
理
を

進
め
て
き
た
宮
地
直
一
旧
蔵
の
天
神
人
形

の
一
部
を
本
学
博
物
館
で
行
っ
た
特
集
展

示
「
天
神
さ
ま
」（
平
成
二
十
八
年
一
月
三

十
日
〜
三
月
十
三
日
）の
中
で
公
開
し
た
。

ま
た
、
こ
の
天
神
人
形
は
、
西
南
学
院
大

学
博
物
館
に
お
い
て
も
「
天
神
人
形
―
各

地
の
天
神
さ
ま
―
」（
同
二
月
十
五
日
〜

五
月
二
十
五
日
）
と
し
て
展
示
し
た
。
こ

れ
は
本
学
博
物
館
が
進
め
て
い
る
同
館
と

の
相
互
貸
借
特
集
展
示
の
一
環
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
に

は
大
東
が
同
館
で
、
本
部
門
の
研
究
成
果

を
踏
ま
え
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
を

行
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
度
の
計
画

本
年
度
は
、
本
事
業
の
最
終
年
度
に
あ

た
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成

果
を
再
検
討
し
つ
つ
、
畿
内
に
お
け
る
祭

礼
の
発
生
と
、
地
方
へ
の
伝
播
、
そ
の
展

開
に
注
目
し
つ
つ
研
究
を
す
す
め
る
。
そ

の
際
、
祭
礼
行
列
の
花
と
も
言
え
る
山
・

鉾
・
屋
台
や
芸
能
、
行
列
の
中
心
と
な
る

「
神
輿
」
な
ど
の
行
列
の
構
成
要
素
に
注

目
す
る
。

・
國
學
院
大
學
博
物
館
に
お
け
る
展
示

本
部
門
は
、
國
學
院
大
學
博
物
館
の
神

道
展
示
室
及
び
企
画
展
示
室
に
お
け
る
展

示
の
企
画
立
案
、
実
施
を
博
物
館
と
協
働

し
て
す
す
め
て
い
る
。
企
画
立
案
に
際
し

て
は
、
本
部
門
の
研
究
成
果
を
反
映
さ
せ

て
き
た
。

本
年
度
は
、
企
画
展
「
祭
礼
行
列
―
渡

る
神
と
人
―
」（
十
月
十
五
日
〜
十
二
月

五
日
）
を
博
物
館
企
画
展
示
室
に
お
い
て

行
う
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
本
年
度
の
祭

礼
に
対
す
る
研
究
視
点
を
踏
ま
え
た
も
の

と
す
る
。

展
示
に
は
、『
葵
祭
図
屏
風
』『
や
す
ら

い
祭
・
上
賀
茂
競
馬
会
図
屏
風
』『
祇
園
祭

礼
絵
巻
』『
年
中
行
事
絵
巻〔
祇
園
御
霊
会
〕

（
旧
岡
田
本
）』『
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』

『
神
田
明
神
御
祭
礼
番
附
』『
官
幣
大
社
札

幌
神
社
鎮
座
三
十
年
紀
念
祭
市
街
巡
幸
之

図
』
な
ど
を
展
示
す
る
予
定
で
あ
る
。
本

部
門
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
平
成
二
十
六
年

度
に
「
祇
園
祭
」、
平
成
二
十
七
年
度
に
先

述
の
二
度
の
特
集
展
示
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
で
公
開
し
て
き
た
研
究
成
果

も
本
展
示
に
反
映
さ
せ
る
。

こ
の
ほ
か
、
本
年
七
月
に
は
神
道
展
示

室
に
お
い
て
祇
園
祭
に
関
わ
る
展
示
を
行

い
、
平
成
二
十
七
年
度
に
購
入
し
た
『
十

七
日
乃
祇
苑
会
』
を
展
示
す
る
。

・
資
料
の
撮
影

本
部
門
で
は
、平
成
二
十
六
年
度
に『
稲

荷
神
社
両
御
霊
神
社
私
祭
之
図
』『
香
取

神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』『
祇
園
祭
礼
絵
巻
』『
日

光
祭
礼
絵
巻
』『
年
中
行
事
絵
巻
〔
祇
園
御

霊
会
〕（
旧
岡
田
本
）』『
御
蔭
祭
之
図
』
を

撮
影
し
、
本
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
上
に
公
開
し
た
。

本
年
度
は
『
葵
祭
図
屏
風
』『
や
す
ら
い

祭
・
上
賀
茂
競
馬
会
図
屏
風
』
の
撮
影
を

行
っ
た
。
こ
れ
も
、
本
部
門
に
お
い
て
調

査
・
研
究
を
進
め
た
後
、
先
の
祭
礼
絵
巻

同
様
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
上
に
公

開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
事
業
の
成
果
は
、
本
年
度
中
に
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
刊
行
物
と
し
、
こ
れ
を

本
機
構
の
行
事
の
際
や
國
學
院
大
學
博
物

館
で
配
布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
研
究
成
果

を
学
外
に
対
し
て
も
公
開
し
た
い
。

（
文
責
・
大
東
敬
明
）
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校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
①

國
學
院
大
學
に
お
け
る
古
典
学
の
展
開
に
関
す
る
研
究
と
公
開

事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
本
学
の
学
問
史
の
う
ち
、

特
に
古
典
研
究
史
に
関
わ
る
研
究
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
本
学
博
物
館
で
の
展
示

や
簡
易
な
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
に

よ
っ
て
教
育
等
に
も
還
元
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
校
史
資
料
の

収
集
・
保
存
や
、
本
学
博
物
館
に
お
け
る

展
示
、
教
養
総
合
「
神
道
と
文
化
」
サ
ブ

テ
キ
ス
ト
の
作
成
･改
訂
作
業
と
当
該
教

材
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
・
分
析

と
い
っ
た
、
従
来
の
本
セ
ン
タ
ー
の
日
常

業
務
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
平
成
十
九

年
度
よ
り
二
十
三
年
度
ま
で
本
学
が
推
進

し
た
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
･リ
サ
ー
チ
･

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
「
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ

伝
統
の
知
恵
と
実
践
」
に
お
け
る
「
國
學

院
の
学
術
資
産
に
見
る
モ
ノ
と
心
」
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
活
動
を
継
承
か
つ

発
展
さ
せ
て
、
本
学
に
お
け
る
古
典
学
の

展
開
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
く
。
そ

の
研
究
成
果
は
、
本
学
博
物
館
で
の
校
史

関
連
展
示
で
の
公
開
や
、
新
た
に
作
成
す

る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
学
外
へ
発

信
す
る
ほ
か
、
学
内
の
教
育
活
動
に
お
い

て
活
用
し
て
い
く
。

以
上
の
よ
う
な
本
事
業
に
よ
っ
て
、
学

外
に
向
け
て
は
本
学
の
古
典
研
究
に
お
け

る
学
問
的
営
為
を
周
知
す
る
一
助
と
な

り
、
ま
た
学
内
で
は
学
部
学
生
の
自
校
史

理
解
が
さ
ら
に
進
む
一
助
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

前
年
度
の
成
果
と
本
年
度
の
計
画

本
年
度
は
、
先
述
し
た
本
セ
ン
タ
ー
の

日
常
業
務
を
継
続
し
て
行
う
ほ
か
、
本
学

の
古
典
研
究
を
中
心
と
し
た
学
問
史
に
関

す
る
調
査
を
行
い
、
そ
の
研
究
内
容
の
深

化
を
は
か
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果

は
、
本
学
博
物
館
に
お
い
て
の
本
学
古
典

研
究
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
や
解
説
シ
ー

ト
の
作
成
・
配
布
を
通
じ
て
、
随
時
公
開

し
て
い
く
。
ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
の
教

員
・
研
究
員
が
担
当
す
る
授
業
等
で
の
一

部
活
用
も
行
う
。
最
終
年
度
と
な
る
本
年

度
に
は
、本
研
究
事
業
の
ま
と
め
と
し
て
、

本
学
の
古
典
研
究
史
に
関
す
る
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
を
完
成
さ
せ
、こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、

本
学
の
古
典
研
究
史
に
関
わ
る
特
集
展
示

等
を
開
催
す
る
。
当
該
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

は
、
こ
の
特
集
展
示
で
配
布
す
る
ほ
か
、

本
セ
ン
タ
ー
の
教
員
・
研
究
員
に
よ
る
教

育
活
動
の
上
で
も
活
用
し
て
い
く
。

本
年
度
は
事
業
実
施
計
画
の
最
終
年
度

で
あ
る
三
年
目
と
な
る
が
、
以
下
に
述
べ

る
前
年
度
の
成
果
を
土
台
と
し
て
進
め
る

も
の
で
あ
る
。

Ⅰ

自
校
史
教
育

自
校
史
教
育
関
連
と
し
て
は
、
例
年
ど

お
り
、
教
養
総
合
「
神
道
科
目
」
に
お
け

る
「
國
學
院
大
學
の
歴
史
」
で
使
用
さ
れ

て
い
る
、
本
セ
ン
タ
ー
作
成
の
自
校
史
教

育
用
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
『
國
學
院
大
學
の
一

三
〇
年
』（
教
育
開
発
推
進
機
構
共
通
教

育
セ
ン
タ
ー
発
行
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
関

係
機
関
・
部
署
と
共
同
で
実
施
し
た
。
平

成
二
十
七
年
度
は
、
計
一
八
五
五
通
（
前

期
一
一
四
〇
通
、
後
期
七
一
五
通
）
の
ア

ン
ケ
ー
ト
集
計
を
行
っ
た
。
な
お
、
後
期

か
ら
は
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
伴

い
、
用
紙
に
よ
る
集
計
は
前
期
の
み
と

な
っ
た
。

Ⅱ

校
史
資
料
の
整
理
・
展
示

校
史
資
料
の
整
理
や
活
用
に
関
わ
る
作

業
と
し
て
は
、
学
内
外
か
ら
の
自
校
史
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
を
日
常
的

に
行
っ
た
ほ
か
、
校
史
関
連
の
文
書
・
図

書
資
料
の
整
理
、
資
料
寄
贈
の
対
応
を

行
っ
た
。
特
に
、
収
蔵
庫
内
の
校
史
関
連

資
料
に
つ
い
て
は
、
集
中
的
な
整
理
活
動

を
行
い
新
た
な
校
史
資
料
の
目
録
作
成
に

取
り
か
か
っ
た
。

本
学
博
物
館
に
お
け
る
展
示
作
業
と
し

て
は
、
有
栖
川
宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
常
設
展
の
一
層
の
充
実
を
は
か
っ
た
。

と
り
わ
け
、
有
栖
川
流
書
道
に
関
す
る
資

料
に
つ
い
て
は
、和
歌
懐
紙
・
和
歌
短
冊
・

和
歌
色
紙
に
み
ら
れ
る
歴
代
の
書
跡
と
と

も
に
、
大
硯
・
漆
工
菊
御
紋
散
蒔
絵
御
重

硯
・
漆
工
御
短
冊
箱
有
栖
川
宮
御
紋
付
と

い
っ
た
御
文
具
を
展
示
し
た
。

ま
た
、「
國
學
院
大
學
学
び
へ
の
誘
い

―
明
治
国
家
と
法
政
官
僚
―
井
上
毅
歿
後

一
二
〇
年
記
念
」
に
お
い
て
は
、
齊
藤
智

朗
が
企
画
よ
り
携
わ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
等
も
行
っ
た
。

Ⅲ

研
究
業
績

本
事
業
に
お
け
る
教
員
・
研
究
員
に
よ

る
研
究
成
果
と
し
て
は
、
國
學
院
大
學
研

究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
『
昭
和
前
期
の

神
道
と
社
会
』（
平
成
二
十
八
年
二
月
刊
）

に
、
渡
邉
卓
「
武
田
祐
吉
の
学
問
態
度
と

〈
万
葉
精
神
〉」
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
本

学
の
歴
史
や
所
縁
の
あ
る
人
物
に
ま
つ
わ

る
記
事
等
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
校
史
』
第
二
十
六
号
に
計
五
本
の
小
論
・

記
事
を
発
表
し
た
（
Ⅳ
に
詳
細
記
載
）。

そ
し
て
、
本
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
で
あ
る

『
國
學
院
大
學
校
史
･学
術
資
産
研
究
』

第
八
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
刊
）
に
は
、

前
号
に
掲
載
さ
れ
た
渡
邉
卓
「
三
矢
重
松

の
学
位
論
文
と
折
口
信
夫
を
め
ぐ
っ
て
」

を
う
け
て
、
中
村
幸
弘
「
三
矢
重
松
学
位

論
文
の
浄
書
者
と
第
五
章
執
筆
者
と
」
を

特
別
寄
稿
と
し
て
掲
載
し
た
。

Ⅳ
『
校
史
』

本
学
の
歴
史
や
関
係
者
に
ま
つ
わ
る
記

事
な
ど
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
校

史
』
第
二
十
六
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）

を
編
集
・
刊
行
し
、
髙
野
裕
基
「
特
集
展

示
『
学
徒
出
陣
と
國
學
院
大
學
―
出
陣
学

徒
の
〝
こ
と
ば
〞
―
』」、
同
「
戦
時
下
の

皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
」、
古
山
悟
由

「
宮
良
當
壮
の
國
學
院
②
國
學
院
大
學
入

学
と
「
大
学
令
」
大
学
昇
格
」、
益
井
邦
夫

「
大
学
昇
格
後
の
留
学
生
荒
澤
（
椿
）
雄
太

郎
氏
」、
半
田
竜
介
「
承
久
殉
難
五
忠
臣
祭

典
写
真
と
江
木
千
之
翁
」
の
小
論
と
資
料

紹
介
を
掲
載
し
た
。

本
年
度
も
第
二
十
七
号
を
刊
行
予
定
で

あ
る
。

こ
れ
ら
成
果
の
積
み
重
ね
を
継
続
的
に

行
う
こ
と
で
、
本
学
に
お
け
る
校
史
教
育

の
シ
ス
テ
ム
整
備
を
進
め
て
い
く
。

（
文
責
・
渡
邉
卓
）
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校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
②

國
學
院
大
學
の
学
術
資
産
の
研
究
と
展
示
公
開

事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
本
セ
ン
タ
ー
で

遂
行
し
て
き
た
「
國
學
院
大
學
の
学
術
資

産
の
研
究
と
公
開
（
平
成
二
十
〜
二
十
二

年
度
）」「
國
學
院
大
學
に
お
け
る
学
術
資

産
研
究
の
発
展
と
公
開
（
平
成
二
十
三
〜

二
十
五
年
度
）」「
國
學
院
大
學
に
お
け
る

日
本
史
学
を
中
心
と
す
る
学
術
資
産
の
発

展
と
公
開
（
平
成
二
十
六
年
度
）」
の
一
連

の
事
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
本
学
の

学
術
資
産
に
関
す
る
研
究
成
果
を
、
従
来

の
本
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
デ

ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
通
じ
た
公
開
の

ほ
か
、
本
学
博
物
館
で
の
展
示
公
開
を
行

う
こ
と
で
、
そ
の
地
域
還
元
を
果
た
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

上
記
の
一
連
の
事
業
に
よ
り
、
一
部
の

学
術
資
産
に
つ
い
て
は
目
録
を
編
纂
し
、

そ
の
編
纂
過
程
に
お
け
る
学
術
資
産
の
調

査
・
研
究
の
成
果
を
、
本
セ
ン
タ
ー
の
機

関
誌
な
ど
で
発
表
し
て
き
た
。
し
か
し
、

学
術
資
産
の
一
般
公
開
が
広
く
求
め
ら
れ

る
現
在
、
研
究
者
を
対
象
と
し
た
機
関
誌

の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
一
般
に
も
そ
の
成

果
を
公
開
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
き

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
事
業
の
意
義

は
、
本
学
所
蔵
の
学
術
資
産
に
関
す
る
調

査
・
研
究
の
成
果
を
展
示
に
よ
り
一
般
公

開
す
る
こ
と
で
、
研
究
の
社
会
還
元
・
地

域
還
元
を
果
た
す
と
と
も
に
、
学
部
講
義

な
ど
で
の
教
育
活
動
の
上
で
も
活
用
す
る

こ
と
で
、
研
究
と
教
育
と
を
有
機
的
に
結

び
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
。

前
年
度
の
成
果
と
本
年
度
の
計
画

本
年
度
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
目
録

を
刊
行
し
た
近
世
史
の
成
果
展
示
を
行

い
、
続
い
て
本
機
構
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

神
道
資
料
館
部
門
と
連
携
し
つ
つ
、
神
道

に
関
す
る
展
示
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
最
終
年
次
と
な
る
平
成
二
十
九

年
度
に
①
神
道
②
古
典
文
学
③
中
世
史
④

近
世
史
の
四
分
野
を
総
合
し
た
学
際
的
な

展
示
を
開
催
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
に
あ
わ
せ
た
学
術
資
産
の
調
査
・
研
究

を
進
め
つ
つ
、
日
常
的
に
本
セ
ン
タ
ー
構

成
員
が
意
見
交
換
等
を
通
し
て
そ
の
研
究

を
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
展
示
準
備
を
行

う
。
こ
れ
ら
学
術
資
産
の
調
査
・
研
究
に

つ
い
て
は
、学
内
の
み
の
調
査
に
限
ら
ず
、

学
外
所
蔵
資
料
と
の
校
合
な
ど
を
通
し

て
、
資
料
価
値
を
判
断
し
な
が
ら
研
究
を

進
め
る
。
あ
わ
せ
て
、
例
年
ど
お
り
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
解
説
を
付
す
作
業

も
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
で
、
実
際
の
展
示

公
開
だ
け
で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
公
開
の
充
実
も
図
る
。

本
年
度
は
事
業
実
施
計
画
の
二
年
目
と

な
る
が
、
以
下
に
述
べ
る
前
年
度
の
成
果

を
土
台
と
し
て
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
解
題
作
成

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
、
新
た
に

掲
載
す
べ
き
典
籍
・
資
料
と
し
て
下
表
に

掲
げ
た
十
一
点
の
典
籍
・
資
料
を
選
定
し
、

解
説
・
書
誌
な
ら
び
に
写
真
デ
ー
タ
を
本

学
図
書
館
と
の
協
働
に
よ
り
公
開
し
た
。

Ⅱ

本
学
博
物
館
に
お
け
る
研
究
成
果
公
開

本
学
の
学
術
資
産
に
関
す
る
研
究
成
果

の
展
示
公
開
を
計
画
通
り
二
回
開
催
し

た
。
ま
ず
、
古
典
文
学
を
中
心
に
し
た
展

示
と
し
て
企
画
展
「
神
仏
・
異
類
・
人
―

奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
み
る
怪
異
―
」（
平
成

二
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
〜
平
成
二
十

八
年
二
月
七
日
、
会
期
中
入
館
者
数
：
前

期
四
九
八
三
名
、
後
期
三
九
四
九
名
、
合

計
八
九
三
二
名
）
を
行
い
、
次
に
中
世
史

の
成
果
公
開
と
し
て
企
画
展
「
中
世
の
古

文
書
を
よ
む
〜
國
學
院
大
學
所
蔵
の
重
要

文
化
財
「
久
我
家
文
書
」
を
展
示
〜
」（
平

成
二
十
八
年
三
月
十
九
日
〜
四
月
十
七

日
）
を
行
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展

示
に
お
い
て
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
教
員
・

研
究
員
が
以
下
に
示
す
よ
う
に
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ト
ー
ク
等
を
行
い
、
口
頭
に
よ
る
研

究
成
果
の
発
表
も
あ
わ
せ
て
行
っ
た
。

・
企
画
展
「
神
仏
・
異
類
・
人
―
奈
良
絵

本
・
絵
巻
に
み
る
怪
異
―
」
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ト
ー
ク
：
針
本
正
行
･大
東
敬
明
･

荒
木
優
也
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
渡
邉

卓
・
企
画
展
「
中
世
の
古
文
書
を
よ
む
〜
國

學
院
大
學
所
蔵
の
重
要
文
化
財
「
久
我

家
文
書
」
を
展
示
〜
」
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
：
千
々
和
到
･堀
越
祐
一

Ⅲ

研
究
業
績

本
学
の
学
術
資
産
に
関
す
る
研
究
成
果

と
し
て
は
、本
セ
ン
タ
ー
機
関
誌『
國
學
院

大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』第
八
号（
平

成
二
十
八
年
三
月
刊
）に
、論
文
と
し
て
は

堀
越
祐
一「
豊
臣
政
権
と
毛
利
氏
」の
一

本
、資
料
翻
刻
・
紹
介
と
し
て
は
針
本
正
行

「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵『
張
良
物
語
』

の
解
題
と
翻
刻
」、古
谷
易
士「
國
學
院
大

學
図
書
館
所
蔵『
大
中
臣
祓
同
註
』の
解
題

と
翻
刻
」、荒
木
優
也「
國
學
院
大
學
図
書

館
所
蔵『
新
古
今
和
歌
集
』酒
井
宇
吉
氏
旧

蔵
本
上
帖
の
解
題
と
翻
刻
」、高
見
澤
美
紀

「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵「
下
総
国
香
取

郡
本
矢
作
村
・
大
根
村
野
境
論
裁
許
絵
図
」

の
解
題
と
翻
刻
」の
四
本
を
掲
載
し
た
。

ま
た
、
本
学
の
学
術
資
産
に
関
す
る
研

究
会
と
し
て
「
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
会
」
を
一
月
三
十
日
に
開
催

し
、
本
セ
ン
タ
ー
の
教
員
・
研
究
員
の
み

な
ら
ず
、
大
学
院
生
な
ど
も
参
加
し
た
。

発
表
は
、
本
セ
ン
タ
ー
兼
担
教
授
の
針
本

正
行
、
准
教
授
の
大
東
敬
明
、
客
員
研
究

員
の
高
見
澤
美
紀
の
三
名
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。
本
年
度
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

（
文
責
・
渡
邉
卓
）
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研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
①

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
事
業

事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
神
道
と
日
本
文
化
の
国
学
的
研

究
発
信
の
拠
点
形
成
」
に
お
け
る
研
究
事

業
を
継
承
し
、「
建
学
の
精
神
」
に
基
づ
く

国
学
的
研
究
、
す
な
わ
ち
精
緻
な
文
献
等

資
料
の
考
証
に
裏
打
ち
さ
れ
た
総
合
的
日

本
文
化
学
を
目
指
し
、
神
道
・
日
本
文
化

の
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
単
年
度
事
業
で
あ
る
。
そ
の
遂

行
を
目
途
と
し
て
、「（
ア
）
学
内
学
術
資

産
の
活
用
に
よ
る
神
道
・
日
本
文
化
に
関

す
る
研
究
の
推
進
」、「（
イ
）
二
十
一
世
紀

研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
の
研
究

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「（
ウ
）
神
社
界
等
か
ら

の
外
部
資
金
の
導
入
に
よ
る
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
実
施
」、「（
エ
）
国
内

外
の
神
道
及
び
そ
の
関
連
領
域
の
研
究

者
・
研
究
機
関
と
の
連
携
関
係
強
化
」
な

ど
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
七
年
度
の
成
果

平
成
二
十
四
年
度
以
降
、
昨
年
度
ま
で

実
施
し
た
研
究
事
業
「
昭
和
前
期
の
神

道
・
国
学
と
社
会
」
に
お
い
て
は
、
当
該

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
会
や
、『
研

究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
等
に

お
け
る
成
果
公
開
を
お
こ
な
っ
て
き
た

が
、
昨
年
度
は
、
そ
の
成
果
論
集
と
し
て
、

『
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
』（
弘
文
堂
、

平
成
二
十
八
年
二
月
）
を
刊
行
し
た
。

同
書
は
、
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
と

の
関
係
性
を
問
い
直
す
こ
と
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
特
に
満
洲
事
変
以
降
の
非
常
時
に

お
け
る
神
道
と
社
会
と
の
関
係
性
や
、
満

洲
事
変
以
前
と
以
後
と
の
変
化
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
神
社
界
や
諸
制
度
の
動
向

の
み
な
ら
ず
、
国
家
主
義
者
や
研
究
者
・

宗
教
者
な
ど
の
動
向
に
も
目
配
り
し
て
、

総
力
戦
体
制
の
構
築
が
急
務
と
さ
れ
て
い

く
時
代
背
景
と
人
々
の
意
識
の
変
化
等
に

も
焦
点
を
あ
て
、
学
内
外
の
二
十
四
人
の

論
考
を
一
書
と
し
て
刊
行
し
た
成
果
論
集

で
あ
る
。
同
書
が
テ
ー
マ
と
し
た
「
昭
和

前
期
の
神
道
と
社
会
」
を
対
象
と
す
る
実

証
的
研
究
は
未
だ
蓄
積
が
少
な
く
、
さ
ら

に
資
料
に
基
づ
く
議
論
を
深
め
て
い
く
べ

き
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続

し
て
当
該
テ
ー
マ
の
研
究
を
視
野
に
入
れ

た
研
究
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
研
究
事
業
「
昭
和
前
期
に
お
け

る
神
道
・
国
学
と
社
会
」
に
関
連
し
て
、

神
社
本
庁
が
所
蔵
す
る
『
皇
国
』『
皇
国
時

報
』
の
研
究
へ
の
活
用
を
目
的
と
し
て
、

当
該
資
料
を
借
用
し
、
内
外
の
研
究
者
の

利
便
に
供
す
る
た
め
、
神
社
本
庁
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
て
き
た
『
全
国
神
職
会
会

報
』、『
皇
国
』、『
皇
国
時
報
（
昭
和
五
年

か
ら
九
年
ま
で
）』
の
総
目
次
を
継
承
す

る
昭
和
十
年
か
ら
十
九
年
に
か
け
て
の

『
皇
国
時
報
』
の
目
次
作
成
を
進
め
た
（
平

成
二
十
八
年
度
も
継
続
）。

そ
の
ほ
か
、
本
事
業
の
成
果
を
中
心
に

刊
行
し
た
『
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研

究
紀
要
』
第
十
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）

に
は
、
藤
田
大
誠
「
戦
時
下
の
戦
歿
者
慰

霊
・
追
悼
・
顕
彰
と
神
仏
関
係
―
神
仏
抗

争
前
夜
に
お
け
る
通
奏
低
音
と
し
て
の
英

霊
公
葬
問
題
―
」、
河
村
忠
伸
「
御
祭
神
に

関
す
る
神
社
制
度
―
別
格
官
幣
社
配
祀

神

殉
難
戦
没
之
将
士
を
例
と
し
て
―
」、

武
田
幸
也
「
神
宮
教
・
神
宮
奉
斎
会
に
お

け
る
神
道
教
説
」、
佐
藤
一
伯
「
翻
刻
『
岩

手
護
國
神
社
御
造
営
概
記
』（
岩
手
護
國

神
社
奉
賛
会
編
）」
を
掲
載
し
た
。

な
お
、
院
友
神
職
会
の
指
定
寄
附
金
に

よ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

研
究
所
に
留
学
し
て
い
た
上
西
亘
助
教

は
、
予
定
の
期
間
を
終
え
て
、
三
月
二
十

二
日
に
帰
国
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
の
計
画

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
推
進
し
て
き
た
神

道
・
神
社
関
係
資
料
の
調
査
研
究
、
国
学

関
連
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
、「
招
魂

と
慰
霊
の
系
譜
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」、

「
昭
和
前
期
の
神
道
・
国
学
と
社
会
」
の
研

究
な
ど
、
従
来
の
研
究
成
果
を
基
盤
と
し

つ
つ
、
制
度
・
思
想
の
両
面
か
ら
、「
近
代

の
神
道
及
び
神
職
・
国
学
者
に
関
す
る
研

究
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
本
事
業
に
携
わ

る
研
究
者
個
々
の
専
門
的
見
地
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
文
献
等
資
料
の
考
証
に
基
づ
く
研

究
を
進
め
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
当
該
テ
ー
マ
に
関
わ
る

学
内
外
の
文
献
資
料
、
特
に
、
個
別
の
神

社
関
係
資
料
、
神
職
・
国
学
者
の
著
作
・

関
連
資
料
の
調
査
蒐
集
を
中
心
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
精
査
及
び
分
析
を
お
こ
な
う
。

そ
の
他
、
当
該
テ
ー
マ
に
関
す
る
文
献

資
料
の
調
査
蒐
集
の
み
な
ら
ず
、
本
学
が

所
蔵
す
る
神
道
・
国
学
に
関
す
る
書
籍
・

雑
誌
を
対
象
と
し
て
、
広
く
神
道
・
日
本

文
化
に
関
す
る
資
料
を
蒐
集
し
、
調
査
・

研
究
を
お
こ
な
う
（
神
道
・
国
学
に
関
す

る
学
内
資
料
の
調
査
・
研
究
）。

ま
た
、
神
道
・
日
本
文
化
研
究
を
対
象

と
し
て
、
神
社
界
お
よ
び
国
内
外
の
関
連

研
究
機
関
と
の
連
携
、
研
究
交
流
推
進
の

企
画
・
立
案
を
お
こ
な
う
。
具
体
的
に
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
、
明
治
神
宮
国

際
神
道
文
化
研
究
所
と
の
研
究
交
流
、
明

治
聖
徳
記
念
学
会
、
神
道
文
化
会
と
の
共

催
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
の
研
究
事
業
、
関
連
事
業
を
中
心

に
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
会
を

開
催
し
、
本
セ
ン
タ
ー
の
構
成
員
を
核
と

し
て
、
其
々
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
研
究
事
業
の
課
題
に
つ
い
て
議

論
す
る
。
特
に
、
本
セ
ン
タ
ー
の
事
業
成

果
を
公
開
す
る
『
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
に
掲
載
す
る

論
考
執
筆
者
を
中
心
に
研
究
会
を
実
施
し

て
い
く
。

な
お
、
本
研
究
事
業
の
経
費
は
、
院
友

神
職
会
の
指
定
寄
附
金
に
よ
る
。

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）
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研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
②

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業

地
域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築

事
業
の
概
要

本
事
業
は
、
國
學
院
大
學
二
十
一
世
紀

研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
と
し

て
、「
建
学
の
精
神
」
を
学
術
的
に
具
現
化

す
る
た
め
、
持
続
可
能
な
「
共
存
社
会
の

構
築
」
を
目
的
と
し
て
、「
領
域
Ⅰ

渋

谷
」、「
領
域
Ⅱ

地
域
（
農
山
漁
村
）」、

「
領
域
Ⅲ

日
本
」、「
領
域
Ⅳ

グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
世
界
」
の
四
つ
の
研
究
領
域

を
定
め
、
本
学
の
特
色
を
活
か
し
た
研
究

を
進
め
る
と
同
時
に
、
領
域
横
断
的
な
成

果
の
集
約
と
検
証
を
進
め
る
学
部
横
断
型

の
学
際
的
研
究
事
業
で
あ
る
。

各
領
域
の
構
成
員
は
、「
共
存
社
会
」
の

構
築
と
い
う
視
点
か
ら
、
現
代
社
会
に
お

け
る
諸
問
題
を
見
据
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
領
域
に
お
け
る
人
間
と
人
間
、
人
間

と
環
境
、
歴
史
・
伝
統
と
現
代
、
都
市
と

地
域
の
関
係
性
等
に
焦
点
を
当
て
、
多
様

な
社
会
の
局
面
に
お
い
て
観
察
さ
れ
る

「
共
存
の
諸
相
」
や
「
対
立
の
諸
相
」（
共

存
困
難
な
実
態
）
な
ど
の
様
態
を
探
り
な

が
ら
、
具
体
的
事
例
に
基
づ
き
検
討
を
進

め
る
。
本
年
度
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か

ら
二
十
九
年
度
ま
で
の
三
カ
年
の
事
業
計

画
に
お
け
る
二
年
目
と
な
る
。

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

本
年
度
は
、
四
つ
の
研
究
領
域
に
お
け

る
従
来
の
研
究
調
査
の
成
果
を
軸
と
し

て
、
領
域
横
断
的
・
学
際
的
な
観
点
に
よ

る
「
共
存
社
会
」
の
在
り
方
を
引
き
続
き

検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
公
開
と

し
て
、
渋
谷
学
グ
ル
ー
プ
（
領
域
Ⅰ
）・
共

存
学
グ
ル
ー
プ
（
領
域
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
）
そ

れ
ぞ
れ
の
学
部
授
業
や
公
開
研
究
会
な
ど

の
実
施
、『
共
存
学
叢
書
』、『
渋
谷
学
叢

書
』、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
刊
行
な
ど
を
通

し
て
、
そ
の
成
果
を
教
育
・
社
会
に
還
元

す
る
あ
り
方
を
模
索
す
る
。
ま
た
本
事
業

に
お
い
て
、
自
ら
の
専
門
分
野
を
軸
と
し

つ
つ
、
学
際
的
視
野
を
有
す
る
若
手
研
究

者
の
育
成
を
図
る
。
各
領
域
の
研
究
調
査

及
び
成
果
公
開
の
実
施
計
画
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

研
究
領
域
Ⅰ

研
究
領
域
Ⅰ
に
お
い
て
は
、
現
在
進
行

中
の
渋
谷
再
開
発
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
渋
谷
駅
周

辺
の
歴
史
と
現
状
を
対
象
と
す
る
調
査
・

研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
渋
谷
を
中

心
と
し
た
東
京
の
都
市
形
成
史
と
都
市
的

現
実
を
焦
点
と
し
て
、「
共
存
社
会
」
構
築

の
観
点
か
ら
の
研
究
を
お
こ
な
う
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
渋
谷
の
商
店

街
関
係
者
や
渋
谷
に
住
む
人
々
か
ら
の
聞

き
取
り
調
査
を
進
め
て
き
た
が
、
本
年
度

は
「
院
友
女
性
の
会
」
の
皆
様
（
國
學
院

大
學
を
卒
業
し
た
女
性
の
会
、
平
成
七
年

発
足
）
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
生

時
代
（
昭
和
三
十
年
代
〜
四
十
年
代
）
に

お
け
る
渋
谷
や
國
學
院
に
関
す
る
記
憶
の

聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
い
、
記
録
化
を

進
め
る
。
こ
の
記
録
を
基
に
、
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
を
編
集
・
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
公
開
研
究
会
「
現
代
社
会
と
民

俗
学
―
民
俗
学
の
可
能
性
を
考
え
る
―
」

（
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日
）
を
開
催
し
、

現
代
社
会
に
お
け
る
都
市
・
渋
谷
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
民
俗
学
が
現
代
社
会
の

諸
問
題
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
可
能
か
を
模
索
す
る
。
当
日
の
記
録

は
、
本
年
度
刊
行
す
る
『
都
市
民
俗
研
究

第
二
十
二
号
』に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
、
領
域
Ⅰ
の
成
果
公
開
に
つ
い

て
は
、
近
現
代
の
渋
谷
を
主
た
る
テ
ー
マ

と
し
て
、
歴
史
学
・
民
俗
学
・
宗
教
学
等

の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
執
筆

す
る
成
果
論
集
『
渋
谷
学
叢
書
５
』
を
刊

行
す
る
。
な
お
、
同
書
の
執
筆
内
容
を
検

討
す
る
研
究
会
を
随
時
開
催
し
て
い
く
。

ま
た
、「
渋
谷
を
科
学
す
る
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
学
部
授
業

「
総
合
講
座
（
渋
谷
学
）」（
平
成
二
十
八
年

度
後
期
）
を
実
施
し
、
研
究
成
果
を
教
育

に
還
元
す
る
。

研
究
領
域
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ

研
究
領
域
Ⅱ
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十

三
年
度
以
降
継
続
し
て
い
る
東
日
本
大
震

災
被
災
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
基
づ

き
、
昨
年
度
、『
共
存
学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

震
災
復
興
と
大
槌
町

文
化
・
自
然
・
人

の
つ
な
が
り
』
を
刊
行
し
た
が
、
本
年
度

以
降
も
引
き
続
き
、
被
災
地
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
継
承
さ
れ
る
歴
史
・
文

化
的
な
力
、
特
に
神
社
、
伝
統
芸
能
が
復

興
に
果
た
す
役
割
な
ど
を
焦
点
と
す
る
調

査
を
実
施
し
て
い
く
。

研
究
領
域
Ⅲ
に
お
い
て
は
、
本
学
に
お

け
る
神
道
・
日
本
文
化
研
究
の
蓄
積
に
立

脚
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
や
社
会
政
策
に

お
け
る
「
共
存
」
の
知
恵
を
抽
出
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
可
能
性
と
限
界
を
問
い
つ

つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
に
お
け
る

日
本
社
会
の
「
共
存
」
の
在
り
方
を
探
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
研
究
調
査
を
実
施

す
る
。

研
究
領
域
Ⅳ
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
世
界
で
頻
発
す
る
様
々
な
諸
問

題
や
、
複
雑
化
す
る
世
界
情
勢
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
政
治
学
・
経
済
学
・
宗
教

学
な
ど
の
観
点
か
ら
、
地
球
規
模
で
の
多

種
多
様
な
共
存
社
会
の
可
能
性
を
探
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
研
究
調
査
を
実
施
す

る
。以

上
、
領
域
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
の
研
究
成
果

を
教
育
・
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、公
開
研
究
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、

「
地
域
（
ロ
ー
カ
ル
）
と
世
界
（
グ
ロ
ー
バ

ル
）
を
学
ぶ
：
共
存
学
の
問
い
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
学
部
授
業

「
國
學
院
の
学
問
（
共
存
学
）」（
平
成
二
十

八
年
度
前
期
）
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
本
年
度
刊
行
予
定
の
『
共
存
学

叢
書
４
』
に
お
い
て
は
、「
共
存
の
諸
相
」

や
「
対
立
の
諸
相
」
な
ど
の
具
体
例
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、「
共
存
の
困
難
さ
」
や

課
題
解
決
の
方
途
を
過
去
の
実
例
に
学
び

つ
つ
、
個
別
具
体
的
な
「
共
存
関
係
の
形

成
や
展
開
可
能
性
」、
さ
ら
に
は
「
共
存
の

知
恵
」
や
「
共
存
し
て
い
く
た
め
の
道
筋
」

に
つ
い
て
模
索
す
る
こ
と
で
、
幾
つ
か
の

「
共
存
社
会
モ
デ
ル
」
を
提
示
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
編
集
・
執
筆
を
進
め
る

予
定
で
あ
る
。

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）
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研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
③

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業

「
古
事
記
学
」
の
構
築

は
じ
め
に

本
事
業
は
、
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計

画
（
第
三
次
）
で
提
起
さ
れ
た
、「
日
本
文

化
の
国
際
的
理
解
に
向
け
た
研
究
（
国
際

日
本
学
）
の
推
進
」
を
具
現
化
す
る
研
究

事
業
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
文
化
の
根

幹
を
理
解
す
る
鍵
と
な
る
『
古
事
記
』
に

つ
い
て
、
國
學
院
に
お
け
る
従
来
の
研
究

成
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
学
際
的
・
国
際

的
視
点
か
ら
理
解
し
、
本
学
独
自
の
「
古

事
記
学
」
の
構
築
を
目
的
と
す
る
。

國
學
院
大
學
で
は
皇
典
講
究
所
の
創
立

以
来
、
神
道
・
日
本
文
化
の
根
幹
に
関
わ

る
古
典
に
つ
い
て
の
研
究
が
継
続
し
て
行

わ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
『
古
事
記
』
に

つ
い
て
は
、
国
学
の
総
合
性
の
も
と
文
学

や
神
道
学
を
は
じ
め
と
す
る
各
分
野
か
ら

の
研
究
が
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ

の
た
め
、
本
学
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研

究
は
近
代
人
文
学
が
専
門
分
化
す
る
な
か

に
あ
っ
て
も
、
分
野
を
超
越
し
て
研
究
で

き
る
状
況
が
整
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
七
年
度
の
成
果

本
事
業
は
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で

あ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
後
期
か
ら
二
十

六
年
度
に
か
け
て
行
っ
た
「『
古
事
記
』
の

学
際
的
・
国
際
的
研
究
」
を
発
展
・
継
承

す
る
も
の
で
あ
る
。『
古
事
記
』
を
焦
点

と
し
て
、
本
学
で
展
開
し
て
き
た
『
古
事

記
』
な
ど
の
古
典
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
、
今
日
の
研
究
状
況
に
即
し
た
多
方

面
か
ら
の
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

二
十
七
年
度
の
事
業
活
動
と
し
て
は
、

研
究
会
を
五
回
開
催
し
、
葬
送
の
神
話
を

テ
ー
マ
と
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
本

年
一
月
に
開
催
し
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は

前
号
の
彙
報
覧
を
参
照
）。
研
究
会
の
成

果
は
成
果
刊
行
物
で
あ
る
『
古
事
記
學
』

第
二
号
に
と
り
ま
と
め
た
。
内
容
は
『
古

事
記
』
上
巻
の
火
神
被
殺
か
ら
み
そ
ぎ
ま

で
を
対
象
と
し
た
注
釈
と
、
各
分
野
か
ら

の
補
注
解
説
を
と
り
ま
と
め
た
。
ま
た
二

本
の
論
考（
遠
藤
潤「
ヨ
ミ
を
め
ぐ
る『
古

事
記
伝
』
と
『
古
史
伝
』
―
『
古
事
記
』

解
釈
に
お
け
る
思
想
編
成
の
力
学
―
」、

中
村
幸
弘
「『
浮
き
し
脂
』
覚
え
書
き
」）

と
一
本
の
翻
刻
（
井
上
隼
人
・
小
野
諒
巳

「
敷
田
年
治
『
古
事
記
標
注
』
の
翻
刻
と
研

究
」）
を
あ
わ
せ
て
掲
載
し
た
。
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
号

（
第
三
号
）
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

事
業
の
目
的

本
事
業
は
前
年
度
ま
で
と
同
様
に
Ⅰ

『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂
・
訓
読
・
現
代
語

訳
と
、
Ⅱ
『
古
事
記
』
解
釈
史
・
研
究
史

の
研
究
か
ら
な
る
。
Ⅰ
に
つ
い
て
は
、
國

學
院
の
古
事
記
・
日
本
書
紀
研
究
の
蓄
積

を
基
礎
と
し
て
、
本
文
に
即
し
た
解
釈
の

視
点
か
ら
今
日
の
諸
研
究
を
再
検
討
し
つ

つ
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
新
し
い
解
釈
と

現
代
語
訳
を
提
示
す
る
。
Ⅱ
に
つ
い
て

は
、
国
学
史
、
歴
史
学
、
民
俗
学
、
神
話

学
、考
古
学
の
人
文
諸
学
の
観
点
か
ら『
古

事
記
』
の
現
代
的
理
解
に
つ
い
て
の
検
討

を
進
め
る
。
ま
た
、
現
代
の
研
究
動
向
や

媒
体
（
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
）
な
ど
受
容
面

の
調
査
・
研
究
も
行
う
。
こ
れ
ら
Ⅰ
Ⅱ
の

研
究
は
研
究
会
に
お
い
て
共
有
化
さ
れ
、

年
度
ご
と
に
と
り
ま
と
め
て
刊
行
す
る
。

刊
行
物
に
は
研
究
論
考
の
他
、
本
事
業

で
作
成
す
る
新
た
な
『
古
事
記
』
の
注
釈

書
を
掲
載
す
る
。
現
状
の
『
古
事
記
』
の

注
釈
書
は
文
学
に
特
化
し
た
も
の
が
主
流

で
あ
り
、
比
較
神
話
や
国
学
史
、
歴
史
学

な
ど
を
総
合
的
に
網
羅
し
た
も
の
は
見
ら

れ
ず
、
ま
た
個
人
に
よ
る
注
釈
書
が
中
心

で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
本
事
業
が
作

成
す
る
注
釈
書
は
、内
容
も
作
成
方
法
も
、

こ
れ
ま
で
の
注
釈
書
と
は
方
向
性
を
異
に

す
る
。
例
え
ば
近
年
、
研
究
が
め
ざ
ま
し

い
西
欧
諸
国
の
神
話
研
究
や
、
中
国
・
朝

鮮
半
島
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
研

究
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
新
た
な
視
点
を

提
示
す
る
注
釈
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

現
状
の
注
釈
に
は
国
学
者
の
言
説
が
直
接

的
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
し

か
し
、
新
た
な
『
古
事
記
』
研
究
の
た
め

に
は
『
古
事
記
』
研
究
の
出
発
点
に
据
え

ら
れ
て
い
る
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』

の
再
検
討
が
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
本

学
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
学
研
究

の
観
点
と
現
代
の
『
古
事
記
』
研
究
の
観

点
か
ら
宣
長
説
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
正
し

い
評
価
に
基
づ
い
て
宣
長
説
を
理
解
し
、

新
た
な
『
古
事
記
』
注
釈
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
本
事
業
は
、
次
世
代
の
『
古
事
記
』

研
究
を
担
う
若
手
研
究
者
の
育
成
も
目
指

し
て
い
る
。
若
手
研
究
者
を
研
究
業
務
に

従
事
さ
せ
る
ほ
か
、
大
学
院
生
な
ど
が
参

加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
。
研
究
発
表
を
行
い
、
専
門
内
外
の
研

究
者
か
ら
指
導
を
受
け
る
機
会
を
設
け
る

こ
と
で
、
学
際
的
研
究
方
法
を
身
に
つ
け

る
き
っ
か
け
を
作
る
。

平
成
二
十
八
年
度
の
計
画

先
述
し
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
本

年
度
は
二
つ
の
活
動
を
進
め
る
。

一
つ
め
は
『
古
事
記
』
注
釈
の
作
成
で

あ
る
。
グ
ル
ー
プ
Ⅰ
に
よ
る
『
古
事
記
』

の
校
訂
本
文
・
訓
読
文
・
現
代
語
訳
の
作

成
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
Ⅱ
各
班
に
よ
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
・
文
献
リ
ス
ト
の
作
成
を
進
め

る
。
注
釈
は
『
古
事
記
』
上
巻
の
三
貴
子

の
分
治
か
ら
天
石
屋
戸
ま
で
を
対
象
に
進

め
る
予
定
で
あ
る
。
各
グ
ル
ー
プ
の
研
究

成
果
は
定
例
研
究
会
に
お
い
て
協
議
し
、

共
有
を
は
か
る
。
本
年
度
の
研
究
会
は
五

月
・
七
月
・
九
月
・
十
月
・
十
一
月
の
計

五
回
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
注
釈
を

含
む
本
年
度
の
研
究
成
果
は
個
別
の
論
考

お
よ
び
前
年
度
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

詳
細
と
あ
わ
せ
て
『
古
事
記
學
』
第
三
号

に
と
り
ま
と
め
、
年
度
末
に
刊
行
す
る
予

定
で
あ
る
。

二
つ
め
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
話
研
究

に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
で

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
研
究
者
を
招
聘

し
、
国
内
研
究
者
と
の
公
開
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
十
二
月
に
執
り
行
う
。
こ
ち
ら

の
成
果
も
個
別
論
考
と
し
て
ま
と
め
、
注

釈
と
あ
わ
せ
て
『
古
事
記
學
』
第
三
号
に

収
録
す
る
予
定
で
あ
る
。（文

責
・
渡
邉
卓
）
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國
學
院
大
學
博
物
館
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

一
．
事
業
の
目
的

國
學
院
大
學
博
物
館
は
、
本
学
の
建
学

の
精
神
に
基
づ
き
、
長
い
伝
統
を
持
つ
日

本
文
化
の
精
神
性
「
心
」
を
「
モ
ノ
」
か

ら
明
ら
か
に
し
、
本
学
の
学
生
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
成
果
を
広
く
国
内
外
の
多
く
の

方
々
に
周
知
を
図
る
べ
く
活
動
し
て
い

る
。当

博
物
館
の
基
盤
事
業
は
、
以
下
の
三

つ
の
部
門
と
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
各

種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

考
古
「
遺
跡
に
見
る
モ
ノ
と
心
」：
考
古

学
陳
列
室
の
創
設
以
来
、
当
館
が
収
集
し

て
き
た
考
古
資
料
に
よ
っ
て
世
界
の
中
に

お
け
る
日
本
列
島
史
を
俯
瞰
す
る
と
と
も

に
、本
学
考
古
学
研
究
室
の
学
術
調
査
や
、

國
學
院
大
學
な
ら
で
は
の
神
道
考
古
学
的

な
研
究
成
果
も
交
え
、
こ
の
列
島
に
生
き

た
人
々
の
「
心
」
の
歩
み
を
辿
っ
て
い
く
。

神
道
「
神
社
祭
礼
に
見
る
モ
ノ
と
心
」：

日
本
各
地
の
神
社
―
信
仰
が
表
現
さ
れ
る

場
―
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
ま
つ
り
に

焦
点
を
当
て
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
モ

ノ
」
と
、
そ
の
中
に
込
め
ら
れ
た
「
心
」

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
時
代
や
場
所

ご
と
に
多
様
な
姿
を
見
せ
る
日
本
文
化
と

そ
の
基
層
で
あ
る
神
道
の
特
質
に
も
迫

る
。校

史
「
國
學
院
の
学
術
資
産
に
見
る
モ

ノ
と
心
」：
國
學
院
大
學
お
よ
び
そ
の
設

立
母
体
で
あ
る
皇
典
講
究
所
関
連
の
資

料
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
本
学
の

歴
史
と
学
問
の
展
開
を
追
う
。

こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
研

究
成
果
を
、
展
示
公
開
や
教
育
普
及
な
ど

の
活
動
を
通
じ
て
教
育
現
場
や
一
般
の

方
々
に
提
供
し
、
広
く
日
本
文
化
の
理
解

と
啓
発
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
事
業
目
的

と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
基
盤
事
業
を
基
礎
と
し
た
上

で
、
当
博
物
館
は
、
他
の
博
物
館
・
美
術

館
、
文
化
団
体
、
地
域
団
体
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
す
る
。
す
な
わ

ち
、
研
究
成
果
の
公
開
に
加
え
、
新
た
な

視
点
の
創
造
や
、
異
分
野
と
の
融
合
に
よ

る
学
術
資
産
の
活
用
、
外
部
と
の
人
材
交

流
等
の
可
能
性
や
地
域
貢
献
の
模
索
な
ど

を
行
う
場
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
す
こ

と
で
、事
業
の
発
展
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

ま
た
、
日
本
の
文
化
・
歴
史
を
研
究
発

信
す
る
施
設
と
し
て
海
外
の
需
要
に
応
え

る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の

な
か
で
一
層
重
要
と
な
る
。
そ
の
基
礎
と

な
る
解
説
媒
体
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
多

言
語
化
を
継
続
的
に
実
施
し
、
訪
日
・
滞

日
外
国
人
が
理
解
で
き
る
展
示
環
境
の
構

築
と
情
報
発
信
を
進
め
る
。

平
成
二
十
八
年
度
は
、（
Ⅰ
）展
示
公
開
、

（
Ⅱ
）
教
育
普
及
、（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営

繕
、（
Ⅳ
）
運
営
支
援
の
四
点
に
加
え
、
今

年
度
も
採
択
さ
れ
た
（
Ⅴ
）
文
化
庁
「
地

域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支

援
事
業
」（

〜

頁
参
照
）
を
柱
と
し
て

14

15

計
画
し
て
い
る
。

二
．
今
年
度
事
業
の
概
要

（
Ⅰ
）
展
示
公
開
：
常
設
展
示
の
三
つ
の
部

門
（
考
古
、
神
道
、
校
史
）
に
お
い
て
、

具
体
的
な
資
料
を
用
い
た
常
設
展
示
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
学
内
研
究
機
関
と
連
携

し
、
特
別
展
・
企
画
展
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
特
化
し
た
研
究
成
果
の

公
開
を
目
指
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
展
示
公
開
に
お
い
て
は
、
日

本
語
と
英
語
を
中
心
と
し
た
多
言
語
に
よ

る
解
説
パ
ネ
ル
・
シ
ー
ト
等
の
内
容
の
充

実
を
図
り
、
国
内
外
の
来
館
者
に
分
か
り

や
す
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

加
え
て
、
博
物
館
創
立
九
十
周
年
及
び

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
十
周
年
を

見
据
え
、
常
設
展
示
等
の
改
変
計
画
作
成

に
着
手
す
る
。

（
Ⅱ
）
教
育
普
及
：
来
館
者
と
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ヴ
な
関
係
を
取
り
結
び
、
来
館
者
の

日
本
文
化
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
る

効
果
を
期
す
る
べ
く
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
等
を
企
画
・
開
催
す
る
。

（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営
繕
：
関
連
施
設
の
温

湿
度
・
照
明
管
理
、
保
存
環
境
施
設
・
演

示
具
な
ど
の
調
達
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
適
宜
実
施
す
る
。

（
Ⅳ
）
運
営
支
援
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言

語
運
用
・
更
新
等
、
事
業
実
施
に
必
要
と

な
る
後
方
支
援
事
業
を
実
施
す
る
。

（
Ⅴ
）
文
化
庁
「
地
域
の
核
と
な
る
美
術

館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業
」：
平
成
二
十

七
年
度
に
引
き
続
き
採
択
さ
れ
た
支
援
事

業
で
、
本
年
度
は
「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日

本
の
文
化
・
こ
こ
ろ
を
国
際
発
信
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」を
実
施
す
る
。

当
館
を
中
核
館
と
し
、
渋
谷
区
、
山
種
美

術
館
、
東
洋
文
庫
に
加
え
、
本
年
度
よ
り
、

日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス
国
立
日
本
研
究
セ
ン

タ
ー
と
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
が
参
画
し
、
國
學
院
大
學

博
物
館
地
域
共
働
連
携
事
業
実
行
委
員
会

（
実
行
委
員
長
・
赤
井
益
久
学
長
）
が
実
施

す
る
（

〜

頁
参
照
）。
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三
．
実
施
計
画

（
Ⅰ
）
展
示
公
開

平
成
二
十
八
年
度
は
、特
別
展
を
一
回
、

企
画
展
計
六
回
の
ほ
か
、
特
集
展
示
や
西

南
学
院
大
学
博
物
館
と
の
相
互
貸
借
展
示

等
を
行
う
。
ま
た
、
展
示
解
説
シ
ー
ト
等

の
充
実
化
を
図
る
ほ
か
、
適
宜
、
常
設
展

示
の
一
部
展
示
替
え
等
を
実
施
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
の
策
定
に
も
と
り
か
か

る
。◎

特
別
展
・
企
画
展

◆
平
成
二
十
八
年
度
特
別
展
「
ジ
ョ
ー

モ
ネ
ス
ク
ジ
ャ
パ
ン
二
〇
一
六

火
焔
型

土
器
の
デ
ザ
イ
ン
と
機
能
」、
会
期
：
平
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成
二
十
八
年
十
二
月
十
日
〜
平
成
二
十
九

年
二
月
五
日
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
：

会
期
中
、
八
回
程
度
実
施
予
定
。
関
連
イ

ベ
ン
ト
：
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
予
定
。

◆
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
企
画
展

「
偶
像
（
ア
イ
ド
ル
）
の
系
譜
―
神
々
と
藝

能
の
一
万
年
―
」、
会
期
：
平
成
二
十
八
年

四
月
二
十
六
日
〜
六
月
十
二
日
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク
：（
１
）「
歴
史
に
見
る〝
ア

イ
ド
ル
〞
の
原
点
」
日
時
：
平
成
二
十
八

年
五
月
七
日
十
四
時
〜
十
五
時
、
講
師
：

深
澤
太
郎（
当
館
准
教
授
）×
石
井
匠（
当

館
学
芸
員
）、（
２
）「
江
戸
・
東
京
の
カ
ワ

イ
イ
文
化
」
日
時
：
平
成
二
十
八
年
五
月

十
四
日
十
四
時
〜
十
五
時
、
講
師
：
藤
澤

紫
（
本
学
文
学
部
教
授
）、
関
連
イ
ベ
ン

ト
：
第
四
十
二
回
日
本
文
化
を
知
る
講
座

『
日
本
列
島
藝
能
史
』
全
四
回
（
主
催
：
國

學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
、
後
援
：

渋
谷
区
教
育
委
員
会
）。

◆
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
企
画
展

「
古
文
書
で
〈
つ
な
ぐ
〉
江
戸
時
代
」、
会

期
：
平
成
二
十
八
年
六
月
十
七
日
〜
七
月

十
六
日
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
：（
１
）

「
戦
乱
か
ら
平
和
へ
」、
日
時
：
平
成
二
十

八
年
六
月
十
八
日
十
四
時
〜
十
四
時
半
、

（
２
）「
江
戸
時
代
を
支
え
る
民
衆
」、
日

時
：
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日
十
四
時
〜

十
四
時
半
、
講
師
：
根
岸
茂
夫
（
本
学
文

学
部
教
授
）

◆
平
成
二
十
八
年
度
第
三
回
企
画
展

「〈
学
び
へ
の
誘
い
〉
江
戸
文
学
の
世
界
―

江
戸
戯
作
と
庶
民
文
化
」、
会
期
：
平
成
二

十
八
年
七
月
十
九
日
〜
八
月
二
十
八
日
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
：
会
期
中
、
二
回

実
施
予
定
。

◆
平
成
二
十
八
年
度
第
四
回
企
画
展

「
武
蔵
国
高
麗
郡
建
郡
一
三
〇
〇
年
「
日

本
に
根
付
い
た
渡
来
人
―
高
麗
郡
と
高
麗

神
社
―
」、
会
期
：
平
成
二
十
八
年
九
月
三

日
〜
十
月
十
日
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー

ク
：
会
期
中
、
一
回
実
施
予
定
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
：
渡
来
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ

ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
東
京
「
東
ア
ジ
ア
の
国
際

交
流
―
古
代
か
ら
未
来
へ
―
」
を
開
催
予

定
。◆

平
成
二
十
八
年
度
第
五
回
企
画
展

「
祭
礼
行
列

渡
る
神
と
人
」、
会
期
：
平

成
二
十
八
年
十
月
十
五
日
〜
十
二
月
四

日
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
：
会
期
中
、

二
回
実
施
予
定
。

◆
平
成
二
十
八
年
度
第
六
回
企
画
展

「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
神
道
関
係
資

料
（
タ
イ
ト
ル
未
定
）」、
会
期
：
平
成
二

十
九
年
二
月
十
一
日
〜
四
月
九
日
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
：
会
期
中
、
二
回

実
施
予
定
。

◎
西
南
学
院
大
学
博
物
館
と
の
相
互
貸

借
展
示

双
方
で
三
〜
四
回
の
展
示
替
え
を
行

う
。◎

特
集
展
示

「
死
者
の
書
―
折
口
信
夫
の
学
問
と
創
作

―
」、
会
期
：
平
成
二
十
八
年
九
月
三
日

（
土
）
〜
十
月
十
日
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー

ク
：
会
期
中
、
三
回
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
：

映
画
上
映
会
、
講
演
会
な
ど
を
会
期
中
に

開
催
予
定
。

特
集
展
示
は
、
他
に
考
古
・
神
道
・
校

史
に
お
い
て
も
実
施
予
定
。

（
Ⅱ
）
教
育
普
及

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
（
基
本
的
に
特

別
展
・
企
画
展
等
毎
に
開
催
）、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
四
〜
五
回
程
度
）、
地
域
の
博

物
館
・
美
術
館
と
連
携
し
た
講
演
会
、
コ

ン
サ
ー
ト
を
実
施
予
定
。

（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営
繕

保
存
、
展
示
環
境
の
整
備
、
演
具
等
の

整
備
を
進
め
る
。
保
存
・
展
示
環
境
の
管

理
・
改
善
、
演
示
具
・
題
箋
な
ど
の
整
備
。

（
Ⅳ
）
運
営
支
援

前
述
の
実
施
計
画
を
行
う
上
で
、
必
要

と
な
る
後
方
支
援
業
務
を
実
施
す
る
。

具
体
的
に
は
、
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
多
言
語
運
用
の
継
続
、研
修
へ
の
参
加
、

学
外
で
の
レ
プ
リ
カ
展
示
、
國
學
院
大
學

博
物
館
地
域
共
働
連
携
事
業
実
行
委
員
会

が
実
施
す
る
事
業
の
遂
行
、学
会
参
加
等
。

（
Ⅴ
）
文
化
庁「
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・

歴
史
博
物
館
支
援
事
業
」

詳
細
は

〜

頁
参
照
。
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（
文
責
・
國
學
院
大
學
博
物
館
）

國學院大學研究開発推進機構ニュースNo.19（通号) 平成28年（2016）6月25日13

國學院大學博物館入口

ミュージアムトークの様子 企画展示室



平
成
二
十
八
年
度

文
化
庁「
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業
」

東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
・
こ
こ
ろ
を
国
際
発
信
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業

一
、
事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
平
成
二
十
六
年
度
の
文
化

庁
「
地
域
と
共
働
し
た
美
術
館
・
歴
史
博

物
館
創
造
活
動
支
援
事
業
」
に
よ
る
「
東

京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
を
発
信
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」
を
発
展
的
に

推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
十
七
年
度
に
引

き
続
き
、
平
成
二
十
八
年
度
文
化
庁
「
地

域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支

援
事
業
」
の
「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の

文
化
・
こ
こ
ろ
を
国
際
発
信
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
連
携
事
業
」
を
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。

昨
年
度
同
様
、
國
學
院
大
學
博
物
館
を

中
核
館
と
し
、
渋
谷
区
・
山
種
美
術
館
・

東
洋
文
庫
と
、
本
年
度
よ
り
新
た
な
構
成

団
体
と
し
て
日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス
国
立
日

本
研
究
セ
ン
タ
ー
と
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
國

學
院
大
學
博
物
館
地
域
共
働
連
携
事
業
実

行
委
員
会
（
実
行
委
員
長
・
赤
井
学
長
）

が
実
施
す
る
事
業
と
な
る
。

本
事
業
は
昨
年
度
の
事
業
同
様
、
連
携

館
の
相
互
の
知
的
・
物
的
資
源
の
活
用
と

交
流
を
図
り
、
文
化
の
発
展
や
地
域
社
会

の
振
興
、
学
術
研
究
の
向
上
、
人
材
育
成
、

生
涯
教
育
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。本

年
度
は
、
過
去
二
年
間
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
事
業
展
開
が
一
層
円
滑
に
な
っ

て
き
た
渋
谷
界
隈
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携

や
、
国
際
的
連
携
拠
点
の
構
築
を
基
盤
と

し
て
、
地
域
と
世
界
を
結
び
付
け
、
相
互

の
文
化
理
解
を
促
進
し
、
世
界
に
開
か
れ

た
文
化
都
市
・
渋
谷
の
形
成
に
資
す
る
こ

と
が
更
な
る
大
き
な
目
的
と
な
る
。

以
下
に
示
す
㈠
「
多
言
語
化
に
よ
る
国

際
発
信
」
事
業
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
外

国
人
を
誘
引
す
る
大
前
提
で
あ
り
、
㈢
の

「
地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
拠
点
と
し
て
の

美
術
館
・
歴
史
博
物
館
」
事
業
と
相
俟
っ

て
日
本
文
化
研
究
発
信
の
国
際
的
連
携
拠

点
を
、
当
館
を
中
心
と
す
る
渋
谷
地
域
に

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
㈡
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
」

事
業
で
は
、
日
本
文
化
・
渋
谷
文
化
の
普

及
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
㈣
「
新
た
な
機

能
を
創
造
す
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
」

事
業
に
お
い
て
は
、
日
本
文
化
と
異
文
化

の
相
互
の
送
受
信
を
試
み
る
。

こ
の
よ
う
な
事
業
フ
ロ
ー
の
構
築
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
る
教
育
・
普
及
コ
ン

テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
特

に
訪
日
外
国
人
の
増
加
を
見
据
え
た
観
光

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

以
上
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
お
け
る
展
示
活
動
を
背
景
と
し

て
、
外
国
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
と
、
来
館
者

の
日
本
文
化
・
異
文
化
体
験
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
、
平
成
二
十
八
年
度
内
に
期
待

さ
れ
る
主
な
効
果
と
目
的
で
あ
る
。
以
下

に
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
示
し
て
い
く
。

な
お
四
月
二
十
八
日
に
は
、
実
施
主
体

で
あ
る
國
學
院
大
學
博
物
館
地
域
共
働
連

携
事
業
実
行
委
員
会
会
議
に
お
い
て
、
事

業
の
方
針
と
計
画
が
共
有
さ
れ
た
。

二
、
事
業
の
概
要

本
事
業
は
４
つ
の
事
業
の
柱
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
以
下
に
そ
の
概
要
と
計
画
を

記
載
す
る
。

㈠
「
外
国
人
来
館
者
に
対
す
る
多
言
語

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
事
業
（
区
分
：「
多

言
語
化
に
よ
る
国
際
発
信
」）

本
事
業
は
、
中
核
館
と
そ
の
近
隣
に
あ

る
連
携
館
に
お
い
て
、
来
館
し
た
外
国
人

に
よ
る
資
料
・
作
品
理
解
を
支
援
す
る
た

め
に
、
展
示
環
境
や
情
報
発
信
機
能
の
多

言
語
対
応
力
を
と
も
に
向
上
さ
せ
て
い
く

連
携
事
業
で
あ
る
。

多
言
語
化
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
本
事
業
で

は
、
①
中
核
館
に
お
い
て
、
新
た
に
雇
用

す
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
、

英
語
に
よ
る
外
国
人
来
館
者
の
案
内
業
務

を
試
み
る
。
同
ス
タ
ッ
フ
は
、
館
内
の

様
々
な
案
内
や
解
説
の
翻
訳
業
務
や
学
芸

員
の
外
国
語
能
力
開
発
の
支
援
も
担
い
、

中
核
館
の
外
国
語
サ
ー
ビ
ス
力
の
向
上
を

図
る
。

②
山
種
美
術
館
で
は
、
展
覧
会
で
の
多

言
語
解
説
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

事
業
を
実
施
し
、
外
国
人
へ
の
日
本
文
化

の
理
解
を
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
以
上
に
よ

り
、
近
隣
二
館
で
の
外
国
人
対
応
力
の
向

上
を
図
る
。

③
ま
た
、
中
核
館
で
あ
る
國
學
院
大
學

博
物
館
は
先
史
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
日

本
文
化
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
展
示
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
事
業
で

も
博
物
館
と
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

公
開
し
て
い
る
資
料
に
関
す
る
調
査
を
行

い
、
新
た
な
知
見
と
最
新
の
画
像
を
得
、

展
示
パ
ネ
ル
や
資
料
解
説
に
多
言
語
化
と

と
も
に
反
映
さ
せ
、
様
々
な
母
国
語
を
持

つ
来
館
者
・
サ
イ
ト
閲
覧
者
に
対
応
し
て

い
く
。

㈡
「
博
物
館
を
核
に
し
た
地
域
の
文
化
交

流
」
事
業
（
区
分
：「
地
域
と
と
も
に
あ

る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
」）

本
事
業
は
、
事
業
参
画
機
関
で
行
わ
れ

た
調
査
研
究
の
成
果
を
広
く
地
域
の
人
々

へ
も
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
機
関
が

地
域
に
お
け
る
学
び
の
場
の
一
つ
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
中
核
館
と
渋
谷
区

及
び
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
（
渋
谷
区
）
と
の
連
携
に
よ
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り
、
地
域
に
根
差
し
た
日
本
文
化
の
体
験

に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

日
本
文
化
普
及
活
動
事
業
を
継
続
す
る
。

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
は
、
設
立
の
趣
旨
に
基
づ
き
、

未
来
の
日
本
を
担
う
こ
ど
も
・
青
少
年
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
普
及
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。

地
域
を
再
発
見
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
、
地
域
を
通
し
て
日
本
の
歴
史
・
文

化
・
芸
術
の
理
解
を
深
め
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
践
に
お
い
て
、
本
事
業
の

連
携
館
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
で
、
継
続

的
に
そ
の
一
翼
を
担
う
事
業
モ
デ
ル
と
な

る
。

㈢
「
日
本
文
化
発
信
の
グ
ロ
ー
バ
ル
連

携
」
事
業
（
区
分
：「
地
域
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
拠
点
と
し
て
の
美
術
館
・
歴
史
博

物
館
」）

平
成
二
十
七
年
度
の
文
化
庁
採
択
事
業

で
は
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

海
外
で
日
本
関
連
の
資
料
を
展
示
、
研
究

し
て
い
る
博
物
館
か
ら
担
当
の
学
芸
員
を

招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
博
物
館
の
現
状
報
告

を
基
に
、
今
後
の
可
能
性
を
議
論
し
た
。

本
事
業
で
は
、
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
国

内
外
の
い
く
つ
か
の
館
の
現
場
を
見
聞

し
、あ
ら
た
な
着
想
を
得
、今
後
の
研
究
・

情
報
支
援
・
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

ま
た
、
昨
年
度
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
画
し
た
国
内
の
海
外
機
関
で
あ
り
、

日
仏
文
化
交
流
の
中
心
機
関
で
あ
る
日
仏

会
館
フ
ラ
ン
ス
国
立
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
文
化
研
究

の
成
果
を
博
物
館
と
の
関
わ
り
の
な
か
で

発
信
し
、
ま
た
中
核
館
を
基
盤
と
し
た
國

學
院
大
學
の
日
本
文
化
研
究
の
海
外
発
信

の
機
会
と
し
て
い
く
。

ま
た
、
昨
年
度
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
運
営
側
の
視
点
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
新
た
な
モ
デ
ル
と
し
て
、
特
定
の

展
覧
会
の
関
連
事
業
と
し
て
展
示
テ
ー
マ

を
伴
っ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
。
今
回
は
火
焔
土
器
を
テ
ー
マ
に
し
た

一
般
も
聴
講
・
理
解
で
き
る
具
体
的
な

テ
ー
マ
性
の
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施

し
、
日
本
考
古
の
現
状
を
外
国
人
へ
普
及

さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
の
歴
史
・
文
化
を

国
際
発
信
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

㈣
「
日
本
の
文
化
と
こ
こ
ろ
の
発
信
」
事

業
（
区
分
：「
新
た
な
機
能
を
創
造
す
る

美
術
館
・
歴
史
博
物
館
」）

本
事
業
で
は
、
多
様
な
来
館
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
①
世
界
と
の
比
較
か

ら
日
本
の
文
化
と
こ
こ
ろ
を
学
ぶ
、
②
日

本
の
伝
統
・
歴
史
か
ら
日
本
の
文
化
と
こ

こ
ろ
を
学
ぶ
、
③
歴
史
博
物
館
と
日
本
美

術
か
ら
日
本
の
文
化
と
こ
こ
ろ
を
学
ぶ
と

い
う
三
つ
の
企
画
の
実
施
に
、
④
障
が
い

者
の
鑑
賞
活
動
支
援
の
試
み
を
加
え
た
四

つ
の
柱
で
構
成
す
る
。

①
と
②
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
世
界
の
宗
教
を
知
る
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

に
実
施
し
て
い
な
い
宗
教
を
と
り
あ
げ
つ

つ
、
中
核
館
で
の
展
示
と
絡
め
、
さ
ら
な

る
宗
教
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
構
築
を
試
み
る
。

さ
ら
に
、「
渡
来
文
化
か
ら
学
ぶ
日
本

文
化
」
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
伝
来
し

た
渡
来
文
化
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
日
本
文

化
へ
の
影
響
を
考
古
資
料
と
歴
史
資
料
か

ら
学
ぶ
多
元
的
な
事
業
を
企
画
す
る
。
ゆ

か
り
の
あ
る
埼
玉
県
日
高
市
の
高
麗
神
社

の
協
力
の
も
と
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク
な
ど
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
例
年
実
施
し
て
い
る
浮
世
絵
摺

り
体
験
は
、
こ
れ
ま
で
の
企
画
に
加
え
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
外
国
人
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た「
日
本
の
伝
統
文
化
体
験
」

と
し
て
も
実
施
す
る
。
英
語
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
体
制
を
整
え
、
外
国
人
へ
の

日
本
文
化
理
解
を
促
進
さ
せ
る
。

③
で
は
、
連
携
館
で
あ
る
山
種
美
術
館

と
協
力
館
で
あ
る
太
田
記
念
美
術
館
と
と

も
に
、
展
覧
会
テ
ー
マ
を
コ
ン
セ
プ
ト
化

し
た
美
術
面
と
学
術
面
に
よ
る
日
本
文
化

を
学
ぶ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

④
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
障
が
い
の

あ
る
方
に
と
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
開
か
れ
た

環
境
と
は
い
え
な
い
美
術
館
・
博
物
館
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
障

が
い
者
向
け
の
鑑
賞
支
援
を
試
み
る
。

具
体
的
に
は
、
障
が
い
者
が
考
古
遺
物

を
解
説
と
と
も
に
実
触
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

や
、
近
隣
の
協
力
館
で
あ
る
塙
保
己
一
資

料
館
で
実
際
の
版
木
に
触
れ
る
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
企
画
を
試
み
る
。

障
が
い
者
の
鑑
賞
環
境
の
構
築
は
も
と

よ
り
、
参
加
者
に
と
っ
て
実
の
あ
る
企
画

と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
博

物
館
、
美
術
館
に
お
け
る
障
が
い
者
の
鑑

賞
支
援
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
収
穫
し
た

い
と
考
え
る
。

（
文
責
・
國
學
院
大
學
博
物
館
地
域
共
働

連
携
事
業
実
行
委
員
会
）
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平成28年度 研究開発推進機構 事業計画及び人事一覧
平成28年6月1日現在

機関 研究事業名 専任教員 兼担教員 客員研究員 ポスドク研究員 研究補助員 客員教授 共同研究員

日
本
文
化
研
究
所

◎デジタル・ミュージアムの
運営および日本の宗教文化の
国際的研究と発信（H28～30
年度）

＊平藤喜久子 井上順孝 市川 収 カスティリョーニ，アンドレア 土屋 博 天田顕徳
星野靖二 黒﨑浩行 加藤久子 村上 晶 ナカイ，ケイト 李 和珍
塚田穂高 藤澤 紫 キロス,イグナシオ 山中 弘 ガイタニディス，ヤニス
鈴木聡子 ヘイヴンズ，ノルマン フレーレ，チャールズ カドー，イヴ

ビュテル，ジャン＝ミシェル
野口生也
牧野元紀

「國學院大學 国学研究プ
ラットフォーム」の展開
―明治期の国学・神道関係人
物を中心に―（H27～29年度）

塚田穂高 ＊遠藤 潤
松本久史

齋藤公太 芹口真結子 林 淳 一戸 渉
小田真裕

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

大学ミュージアムにおける
「学芸研究（考古学）」基盤の
整備（H26～28年度）

内川隆志 ＊笹生 衛 伊藤大祐 北澤宏明 古谷 毅 奥山 香
深澤太郎 小川直之 栁田康雄 惟村忠志

谷口康浩 植田 真
朝倉一貴 粕谷 崇

加藤元康
大工原豊
中島将太
中村 大

大学ミュージアムにおける
「文化財研究」基盤の整備
（H26～28年度）

内川隆志 ＊笹生 衛 阿部常樹 荒井祐介
深澤太郎 小川直之 鳥越多工摩 石井 匠

黒﨑浩行 栗木 崇
谷口康浩 中村耕作
朝倉一貴 平本謙一郎

山口 晃
大学ミュージアムにおける
「学 芸 情 報」基 盤 の 整 備
（H26～28年度）

内川隆志 ＊小川直之 黒田迪子 石川岳彦
深澤太郎 黒﨑浩行 齋藤しおり

朝倉一貴
祭祀・祭礼の変遷に関する研
究と関連資料の整理分析
（H26～28年度）

大東敬明 ＊笹生 衛 吉永博彰
鈴木聡子 岡田莊司

加瀬直弥
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

國學院大學における古典学の
展開に関する研究と公開
（H26～28年度）

大東敬明 ＊阪本是丸 荒木優也 半田竜介
渡邉 卓 齊藤智朗

國學院大學の学術資産の研究
と展示公開（H27～29年度）

大東敬明 ＊根岸茂夫 髙見澤美紀 荒木優也 塩川哲朗 遠藤珠紀
渡邉 卓 岡田莊司 堀越祐一 金子 拓
髙野裕基 阪本是丸

千々和到
針本正行

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

研究開発推進センター研究事
業

宮本誉士 ＊阪本是丸 神杉靖嗣 赤澤史朗 今泉宜子
渡邉 卓 針本正行 河村忠伸
上西 亘 太田直之 坂井久能
髙野裕基 加瀬直弥 佐々木聖使
武田幸也 菅 浩二 佐藤一伯

中山 郁 大丸真美
藤田大誠 津田 勉
藤本頼生 東郷茂彦

中野裕三
森 悟朗

國學院大學21世紀研究教育計
画委員会研究事業｢地域・渋
谷から発信する共存社会の構
築｣（H27～29年度）

宮本誉士 ＊阪本是丸 髙久 舞 秋野淳一 赤澤加奈子
上西 亘 上山和雄 杉内寛幸 網谷哲成
髙野裕基 古沢広祐 池田奈津江
武田幸也 松本久史 木村秀史

康 成文
重村光輝
筒井 裕
手塚雄太
西俣先子
野中規正
冬月 律

國學院大學21世紀研究教育計
画委員会研究事業「古事記学」
の構築（H27～29年度）

渡邉 卓 ＊阪本是丸 井上隼人
武田幸也 武田秀章 小野諒巳

谷口雅博
遠藤 潤

國學院大學博物館

内川隆志 ＊笹生 衛 今井信治 尾上周平 安高啓明
大東敬明
深澤太郎
渡邉 卓
鈴木聡子
髙野裕基

◎ 新規研究事業 ＊ 研究事業代表者
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平成28年度 研究開発推進機構 人事一覧 平成28年6月1日現在

機構長 井上順孝

日本文化研究所長 井上順孝

学術資料センター長 笹生 衛

校史・学術資産研究センター長 根岸茂夫

研究開発推進センター長 阪本是丸

國學院大學博物館長 笹生 衛

國學院大學博物館副館長 内川隆志 及川 聡

専任教員

教授 内川隆志

准教授 大東敬明 平藤喜久子 深澤太郎 星野靖二 宮本誉士

助教 塚田穂高 渡邉 卓

助教（特別専任） 上西 亘 鈴木聡子 髙野裕基 武田幸也

兼担教員

教授
井上順孝 上山和雄 太田直之 岡田莊司 小川直之 黒﨑浩行 阪本是丸 笹生 衛 武田秀章
谷口康浩 千々和到 根岸茂夫 針本正行 藤澤 紫 古沢広祐 ヘイヴンズ,ノルマン

准教授 遠藤 潤 加瀬直弥 齊藤智朗 菅 浩二 谷口雅博 中山 郁 藤田大誠 藤本頼生 松本久史

助手 朝倉一貴

研究員

客員研究員
阿部常樹 市川 収 加藤久子 神杉靖嗣 キロス,イグナシオ 髙久 舞 髙見澤美紀 鳥越多工摩
フレーレ,チャールズ 堀越祐一

ポスドク研究員
秋野淳一 荒木優也 カスティリョーニ,アンドレア 伊藤大祐 井上隼人 今井信治 小野諒巳
黒田迪子 齋藤公太 杉内寛幸 村上 晶 吉永博彰

研究補助員 尾上周平 北澤宏明 塩川哲朗 芹口真結子 半田竜介

客員教授 赤澤史朗 土屋 博 ナカイ,ケイト 林 淳 古谷 毅 栁田康雄 山中 弘

共同研究員

赤澤加奈子 天田顕徳 網谷哲成 荒井祐介 李 和珍 池田奈津江 石井 匠 石川岳彦 一戸 渉
今泉宜子 植田 真 遠藤珠紀 奥山 香 小田真裕 ガイタニディス,ヤニス 粕谷 崇 加藤元康
カドー,イヴ 金子 拓 河村忠伸 木村秀史 栗木 崇 康 成文 惟村忠志 齋藤しおり 坂井久能
佐々木聖使 佐藤一伯 重村光輝 大工原豊 大丸真美 津田 勉 筒井 裕 手塚雄太 東郷茂彦
中島将太 中野裕三 中村 大 中村耕作 西俣先子 野口生也 野中規正 ビュテル,ジャン＝ミシェル
平本謙一郎 冬月 律 牧野元紀 森 悟朗 安高啓明 山口 晃

平成28年度 事務局人事一覧
学術メディアセンター事務部長 及川 聡

学術メディアセンター事務部次長（図書館事務課長兼務） 古山悟由

学術メディアセンター事務部情報システム担当次長 堀内弘行

研究開発推進機構事務課長 飯塚陽子

研究開発推進機構事務課
杉本久男 小倉 健 小平浩衣 織田泰輔 相川由起
志水志保（博物館担当）
網谷哲成 石井 匠 陣内理良（嘱託学芸員）



会

議

○
全
体

・
平
成
二
十
七
年
度
第
五
回
運
営
委
員

会
、
平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日
（
木
）

十
六
時
十
分
〜
十
六
時
二
十
分
、
若
木
タ

ワ
ー
四
階
会
議
室
〇
五

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
運
営
委
員

会
、
平
成
二
十
八
年
五
月
十
二
日
（
木
）

十
六
時
五
十
分
〜
十
七
時
十
五
分
、
若
木

タ
ワ
ー
四
階
会
議
室
〇
五

・
平
成
二
十
七
年
度
第
四
回
企
画
委
員

会
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日

（
水
）
十
一
時
〜
十
一
時
二
十
五
分
、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
七
年
度
第
五
回
企
画
委
員

会
、
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
七
日
（
水
）

十
一
時
〜
十
一
時
四
十
二
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟

五
階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
七
年
度
第
六
回
企
画
委
員

会
、
平
成
二
十
八
年
三
月
九
日
（
水
）
十

一
時
〜
十
一
時
四
十
二
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五

階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
企
画
委
員

会
、
平
成
二
十
八
年
四
月
十
三
日
（
水
）

十
一
時
〜
十
一
時
四
十
九
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟

五
階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
七
年
度
第
五
回
人
事
委
員

会
、
平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日
（
木
）

（
持
ち
回
り
稟
議
）

○
日
本
文
化
研
究
所

・
平
成
二
十
七
年
度
第
六
回
所
員
会
議
、

平
成
二
十
八
年
三
月
二
日
（
水
）
十
一
時

〜
十
一
時
五
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議

室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
所
員
会
議
、

平
成
二
十
八
年
四
月
六
日
（
水
）
十
一
時

四
分
〜
十
一
時
五
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階

会
議
室
〇
六

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
七
年
度
第
二
回
学
術
資
料
セ

ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
八
年
二
月
十
八

日
（
木
）（
持
ち
回
り
稟
議
）

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
学
術
資
料
セ

ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十

四
日
（
火
）
十
三
時
〜
十
三
時
四
十
分
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

・
平
成
二
十
八
年
度
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

資
料
評
価
委
員
会
、
平
成
二
十
八
年
四
月

九
日
（
土
）
十
三
時
〜
十
三
時
三
十
五
分
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
地
下
一
階
博
物
館
多
目
的
室

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
校
史
・
学
術

資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
八

年
六
月
一
日
（
水
）
十
三
時
十
分
〜
十
三

時
四
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ル
ー
ム
二

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
研
究
開
発
推

進
セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
八
年
四
月

六
日
（
水
）
十
六
時
〜
十
六
時
三
十
分
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・
平
成
二
十
七
年
度
第
二
回
國
學
院
大
學

博
物
館
会
議
、
平
成
二
十
八
年
三
月
九
日

（
水
）
十
一
時
四
十
五
分
〜
十
二
時
三
十

分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
地
下
一
階
博
物
館
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス

・
平
成
二
十
八
年
度
國
學
院
大
學
博
物
館

地
域
共
働
連
携
事
業
実
行
委
員
会
会
議
、

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
八
日
（
木
）
十

七
時
〜
十
八
時
二
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
地
下

一
階
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
國
學
院
大
學

博
物
館
会
議
、
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十

四
日
（
火
）
十
四
時
〜
十
五
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
地
下
一
階
博
物
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス

ペ
ー
ス

公
開
講
座
･講
演
会
･シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
･

関
連
学
会

○
全
体

・
第
四
十
二
回

日
本
文
化
を
知
る
講
座

「
日
本
列
島
藝
能
史
」、
各
回
、
十
三
時
三

十
分
〜
十
五
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松

ホ
ー
ル

◇
第
一
回

五
月
二
十
一
日
（
土
）「
江
戸

時
代
の
大
道
芸
」、
講
師
＝
村
上
紀
夫
（
奈

良
大
学
文
学
部
准
教
授
）

◇
第
二
回

五
月
二
十
八
日
（
土
）「
古
代

日
本
の
芸
能
と
音
楽
の
考
古
学
」、
講
師

＝
石
守

晃
（
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

事
業
団
上
席
専
門
員
）

◇
第
三
回

六
月
四
日
（
土
）「
何
が
芸
能

な
の
か
」、
講
師
＝
橋
本
裕
之
（
追
手
門
学

院
大
学
地
域
創
造
学
部
教
授
）

◇
第
四
回

六
月
十
一
日
（
土
）「
偶
像
の

系
譜
」、
講
師
＝
深
澤
太
郎
（
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授
）

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
七
年
度
共
存
学
公
開
研
究
会

「
移
民
と
多
文
化
共
存
」、
共
催
＝
國
學
院

大
學
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会

研
究
事
業
「
地
域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る

共
存
社
会
の
構
築
」、「
宗
教
と
社
会
」
学

会
公
認
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
現
代
日
本
に
お

け
る
移
民
と
宗
教
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
平

成
二
十
八
年
二
月
二
十
六
日
（
金
）
十
三

時
三
十
分
〜
十
七
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟

五
階
会
議
室
〇
六
、
第
一
報
告
＝
宮
下
良

子
（
大
阪
市
立
大
学
）、
第
二
報
告
＝
川
崎

の
ぞ
み
（
筑
波
大
学
）、
第
三
報
告
＝
星
野

壮
（
大
正
大
学
）、
コ
メ
ン
ト
＝
茢
田
真
司

（
國
學
院
大
學
）・
菅
浩
二（
國
學
院
大
學
）、

討
議
司
会
＝
白
波
瀬
達
也
（
関
西
学
院
大

学
）、
司
会
進
行
＝
杉
内
寛
幸
（
國
學
院
大

學
）

・
神
道
文
化
会
公
開
講
演
会
「
神
話
と
神

道
文
化
」（
共
催
）、
平
成
二
十
八
年
六
月

十
八
日
（
土
）
十
三
時
〜
十
六
時
、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル
、
講
演
１
「
現

代
と
神
話
の
読
ま
れ
方
」、
講
師
＝
平
藤

喜
久
子
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機

構
准
教
授
）、
講
演
２
「
古
代
の
神
話
の
読

ま
れ
方
〜
『
古
語
拾
遺
』
を
中
心
に
〜
」、

講
師
＝
松
本
久
史
（
國
學
院
大
學
神
道
文

化
学
部
准
教
授
）

出

張

○
日
本
文
化
研
究
所

・
遠
藤
潤
・
芹
口
真
結
子
・
齋
藤
公
太
、

「
明
治
期
国
学
・
神
道
関
係
人
物
に
関
す

る
史
料
の
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
八
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年
二
月
十
九
日
（
金
）、
千
葉
県
佐
倉
市

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・
深
澤
太
郎
、「
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー

ラ
ム
二
〇
一
六
に
お
け
る
ブ
ー
ス
展
示
の

出
展
」
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十

一
日
（
金
）
〜
三
月
十
二
日
（
土
）、
宮
城

県
仙
台
市

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・
宮
本
誉
士
・
髙
野
裕
基
・
武
田
幸
也
、

「
北
海
道
神
宮
に
関
す
る
調
査
」
の
た
め
、

平
成
二
十
八
年
三
月
十
一
日
（
金
）
〜
三

月
十
三
日
（
日
）、
北
海
道
札
幌
市

・
大
東
敬
明
、「
北
海
道
神
宮
札
幌
ま
つ

り
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年
六
月

十
五
日
（
水
）
〜
六
月
十
六
日
（
木
）、
北

海
道
札
幌
市

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・
大
東
敬
明
・
網
谷
哲
成
、「
西
南
学
院
大

学
博
物
館
・
國
學
院
大
學
博
物
館
『
相
互

貸
借
特
集
展
示
』
展
示
替
え
」
の
た
め
、

平
成
二
十
八
年
二
月
十
五
日
(月
)、
福
岡

県
福
岡
市

・
網
谷
哲
成
・
大
村
冬
樹
、「
國
學
院
大
學

博
物
館
貴
重
資
料
レ
プ
リ
カ
展
示
終
了
に

伴
う
資
料
の
撤
収
」
の
た
め
、
平
成
二
十

八
年
二
月
十
七
日
(水
)、
山
形
県
天
童
市

・
井
上
順
孝
・
齋
藤
公
太
・
吉
田
尚
文
、

「
國
學
院
大
學
博
物
館
展
示
資
料
に
関
連

す
る
画
像
・
映
像
収
集
の
た
め
の
現
地
調

査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年
三
月
四
日

(金
)〜
三
月
五
日
(土
)、
三
重
県
鈴
鹿

市
・
伊
賀
市
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市

・
大
東
敬
明
・
深
澤
太
郎
・
網
谷
哲
成
、

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
『
天
神
人
形
―

各
地
の
天
神
さ
ま
―
』」「
西
南
学
院
大
学

博
物
館
・
國
學
院
大
學
博
物
館
『
相
互
貸

借
特
集
展
示
』
展
示
替
え
」
の
た
め
、
平

成
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
(水
)〜
五
月

二
十
六
日
（
木
）、
福
岡
県
福
岡
市

・
及
川
聡
、「
斎
宮
歴
史
博
物
館
と
國
學

院
大
學
博
物
館
に
よ
る
共
同
講
演
会
に
関

す
る
打
ち
合
わ
せ
」
の
た
め
、
平
成
二
十

八
年
五
月
二
十
九
日
（
日
）
〜
五
月
三
十

日
（
月
）、
三
重
県
多
気
郡
明
和
町

刊
行
物

○
全
体

・
研
究
開
発
推
進
機
構
『
國
學
院
大
學
研

究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
第
八
号
（
平
成

二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）

・
研
究
開
発
推
進
機
構『
機
構
ニ
ュ
ー
ス
』

通
号
十
七
（
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
五

日
発
行
）

・
研
究
開
発
推
進
機
構『
機
構
ニ
ュ
ー
ス
』

通
号
十
八
（
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五

日
発
行
）

○
日
本
文
化
研
究
所

・
日
本
文
化
研
究
所
E
ncyclopedia
of

Shinto:
Chronological
Supplem
ent

（『
神
道
事
典
』
巻
末
年
表
、
英
語
版
）（
平

成
二
十
八
年
二
月
発
行
）

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
考
古
学
資
料
館

部
門
）『
國
學
院
大
學
博
物
館
研
究
報
告
』

第
三
十
二
輯
（
平
成
二
十
八
年
三
月
十
八

日
発
行
）

・
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部

門
）『
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
館
報
』
第

十
五
号
（
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日

発
行
）

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
國

學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
第
八

号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
七
日
発
行
）

・
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
校

史
』
第
二
十
六
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月

六
日
発
行
）

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
『
國
學
院
大

學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

第
十
号（
平
成
二
十
八
年
三
月
十
日
発
行
）

・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
・
阪
本
是

丸
責
任
編
集『
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
』

（
弘
文
堂
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九

日
発
行
）

・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
渋
谷
学
研
究

会
編
『
渋
谷
聞
き
が
た
り
３

渋
谷
中
央

街
を
語
る
―
再
開
発
を
迎
え
る
商
店
街
の

記
録
―
』（
平
成
二
十
八
年
三
月
十
日
発

行
）

・
都
市
民
俗
学
研
究
会
（
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
内
）『
都
市
民
俗
研
究
』
第
二
十

一
号
（
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
発

行
）

・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
共
存
学
グ

ル
ー
プ
編
『
共
存
学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

震

災
復
興
と
大
槌
町

文
化
・
自
然
・
人
の

つ
な
が
り
』（
平
成
二
十
八
年
三
月
十
日

発
行
）

・
國
學
院
大
學
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計

画
委
員
会
研
究
事
業
成
果
報
告
論
集
『
古

事
記
學
』
第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月

十
日
発
行
）

〇
國
學
院
大
學
博
物
館

・
國
學
院
大
學
博
物
館
『
國
學
院
大
學
博

物
館
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
２
０
１
５
報
告
書
』（
平
成
二

十
八
年
二
月
二
十
九
日
発
行
）

・
國
學
院
大
學
博
物
館
『
東
京
・
渋
谷
か

ら
日
本
の
文
化
を
国
際
発
信
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
連
携
事
業
報
告
書
』（
平
成
二
十

八
年
三
月
発
行
）

國學院大學研究開発推進機構ニュースNo.19（通号) 平成28年（2016）6月25日19



資
料
紹
介

伝
佐
賀
県
脊
振
山
出
土

銅
製
経
筒

役
行
者
を
開
祖
と
す
る
修
験
道
は
、
神

祇
信
仰
や
山
林
仏
教
な
ど
の
影
響
を
受
け

て
成
立
し
た
日
本
独
特
の
山
岳
宗
教
で
あ

る
。
古
来
、
水
源
や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
の
山
に
対
す
る
信
仰
は
、
山
麓
祭
祀
に

止
ま
っ
て
い
た
が
、
八
世
紀
頃
か
ら
山
頂

祭
祀
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
山
林

仏
徒
に
よ
る
奈
良
県
金
峯
山
・
栃
木
県
日

光
男
体
山
・
富
山
県
立
山
な
ど
の
山
岳
登

拝
も
活
発
化
し
た
。
十
世
紀
に
な
る
と
、

峰
々
を
巡
る
山
岳
練
行
が
各
地
の
霊
山
で

は
じ
ま
り
、
十
一
世
紀
頃
に
修
験
道
の
独

自
性
が
確
立
す
る
。

北
部
九
州
で
は
、
豊
前
の
英
彦
山
・
求

菩
提
山
や
、
筑
前
の
宝
満
山
、
そ
し
て
筑

前
・
肥
前
の
国
境
に
横
た
わ
る
脊
振
山
系

な
ど
に
お
い
て
、
早
く
か
ら
山
岳
霊
場
が

発
達
し
た
。
こ
の
内
、
古
代
よ
り
筑
前
国

「
背
布
利
神
」
の
坐
す
霊
山
と
さ
れ
て
き

た
脊
振
山
に
は
、
明
治
の
神
仏
分
離
に
至

る
ま
で
、
上
宮
東
門
寺
（
弁
財
天
）・
中
宮

霊
仙
寺
（
乙
護
法
堂
）・
下
宮
積
翠
寺
（
修

学
院
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
僧
坊
が

営
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

脊
振
山
の
山
頂（
標
高
約
一
〇
五
五
ｍ
）

附
近
で
は
、
脊
振
村
（
現
神
埼
市
）
が
実

施
し
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代

後
期
の
脊
振
山
経
塚
群
も
発
見
さ
れ
て
お

り
、
十
一
基
に
及
ぶ
経
塚
と
、
褐
釉
や
白

磁
の
蔵
骨
器
な
ど
を
納
め
た
墳
墓
が
四
十

基
ほ
ど
確
認
さ
れ
た
。
特
に
遺
存
状
態
が

良
好
な
経
筒
か
ら
は
、
十
八
巻
の
紙
本
経

が
収
め
ら
れ
た
形
で
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
吉
野
ヶ
里
町
の
中
宮
霊
仙
寺
跡

で
も
、
既
に
盗
掘
を
受
け
た
状
態
で
は

あ
っ
た
が
、
十
二
基
も
の
石
槨
が
連
な
る

経
塚
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、「
鎮

西
肥
前
国
背
振
山
」・「
康
治
元
（
一
一
四

二
）年
」・「
大
勧
進
僧
増
忍
」な
ど
と
い
っ

た
銘
文
を
持
つ
複
数
の
経
筒
の
存
在
が
知

ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
経
塚
に
納
め
ら
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

本
資
料
は
、
脊
振
山
か
ら
出
土
し
た
と

さ
れ
る
高
さ
約
四
三
㎝
の
銅
製
経
筒
で
あ

り
、
円
筒
形
を
呈
す
る
二
段
積
み
の
胴
部

に
、
相
輪
鈕
の
蓋
が
伴
う
。
鍍
金
さ
れ
た

器
面
に
は
、
所
々
に
木
炭
片
が
銹
着
し
て

お
り
、
埋
納
さ
れ
て
い
た
当
時
の
状
況
が

窺
わ
れ
る
。
恐
ら
く
、
木
炭
を
充
填
し
た

石
槨
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
。「
□
治
四
年
」・「
僧
永
□
敬
白
」
と

い
っ
た
墨
書
も
認
め
ら
れ
る
。
十
二
世
紀

前
半
の
作
品
と
み
ら
れ
る
。（

深
澤
太
郎
）
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